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(57)【要約】
前記第１のコンポーネントキャリアにマッピングされた
第１の下りリンクデータと前記第２のコンポーネントキ
ャリアにマッピングされた第２の下りリンクデータを受
信する受信部と、前記第１の下りリンクデータ及び第２
の下りリンクデータに対する送達確認を示す信号を送信
する送信部と、を備え、前記送達確認を示す信号を送信
するタイミングは所定数のタイムスロットで定められ、
前記タイムスロットの長さは、第１のコンポーネントキ
ャリア及び第２のコンポーネントキャリアのサブキャリ
ア間隔に基づいて設定される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キャリアアグリゲーションによって、第１のコンポーネントキャリアと第２のコンポー
ネントキャリアを用いて基地局装置と通信する端末装置であって、
　前記第１のコンポーネントキャリアにマッピングされた第１の下りリンクデータと前記
第２のコンポーネントキャリアにマッピングされた第２の下りリンクデータを受信する受
信部と、
　前記第１の下りリンクデータ及び第２の下りリンクデータに対する送達確認を示す信号
を送信する送信部と、を備え、
　前記送達確認を示す信号を送信するタイミングは所定数のタイムスロットで定められ、
　前記タイムスロットの長さは、第１のコンポーネントキャリア及び第２のコンポーネン
トキャリアのサブキャリア間隔に基づいて設定される、
　端末装置。
【請求項２】
　前記送信部は、前記第１のコンポーネントキャリア及び前記第２のコンポーネントキャ
リアのうちの１つのコンポーネントキャリアを用いて、前記送達確認を示す信号を送信し
、
　前記タイムスロットの長さは、前記送達確認を示す信号を送信するコンポーネントキャ
リアのサブキャリア間隔に基づいて設定される、
　請求項１に記載の端末装置。
【請求項３】
　前記送信部は、前記第２のコンポーネントキャリアを用いて、前記送達確認を示す信号
を送信し、
　前記タイムスロットの長さは、前記第１のコンポーネントキャリアのサブキャリア間隔
に基づいて設定される、
　請求項１に記載の端末装置。
【請求項４】
　前記送信部は、前記第１のコンポーネントキャリア及び前記第２のコンポーネントキャ
リアのうちの１つのコンポーネントキャリアを用いて、前記送達確認を示す信号を送信し
、
　前記タイムスロットの長さは、前記第１の下りリンクデータを受信する第１のコンポー
ネントキャリアと前記第２の下りリンクデータを受信する第２のコンポーネントキャリア
のうち、サブキャリア間隔が大きい方のサブキャリア間隔に基づいて設定される、
　請求項１に記載の端末装置。
【請求項５】
　前記送信部は、前記第１のコンポーネントキャリア及び前記第２のコンポーネントキャ
リアのうちの１つのコンポーネントキャリアを用いて、前記送達確認を示す信号を送信し
、
　前記タイムスロットの長さは、第１の下りリンクデータを受信する第１のコンポーネン
トキャリアと前記第２の下りリンクデータを受信する第２のコンポーネントキャリアのう
ち、サブキャリア間隔が小さい方のサブキャリア間隔に基づいて設定される、請求項１に
記載の端末装置。
【請求項６】
　前記受信部は、第１のコンポーネントキャリアにおいて第２のコンポーネントキャリア
のサブキャリア間隔を示す情報を受信する、
　請求項１に記載の端末装置。
【請求項７】
　キャリアアグリゲーションによって、第１のコンポーネントキャリアと第２のコンポー
ネントキャリアを用いて、端末装置と通信する基地局装置であって、
　前記第１のコンポーネントキャリアにマッピングされた第１の下りリンクデータと前記
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第２のコンポーネントキャリアにマッピングされた第２の下りリンクデータを送信する送
信部と、
　前記第１の下りリンクデータ及び第２の下りリンクデータに対する送達確認を示す信号
を受信する受信部と、を備え、
　前記送達確認を示す信号を送信するタイミングは所定数のタイムスロットで定められ、
　前記タイムスロットの長さは、第１のコンポーネントキャリア及び第２のコンポーネン
トキャリアのサブキャリア間隔に基づいて設定される
　基地局装置。
【請求項８】
　キャリアアグリゲーションによって、第１のコンポーネントキャリアと第２のコンポー
ネントキャリアを用いて基地局装置と通信する端末装置の通信方法であって、
　前記第１のコンポーネントキャリアにマッピングされた第１の下りリンクデータと前記
第２のコンポーネントキャリアにマッピングされた第２の下りリンクデータを受信する受
信ステップと、
　前記第１の下りリンクデータ及び第２の下りリンクデータに対する送達確認を示す信号
を送信する送信ステップと、を有し、
　前記送達確認を示す信号を送信するタイミングは所定数のタイムスロットで定められ、
　前記タイムスロットの長さは、第１のコンポーネントキャリア及び第２のコンポーネン
トキャリアのサブキャリア間隔に基づいて設定される、
　通信方法。
【請求項９】
　キャリアアグリゲーションによって、第１のコンポーネントキャリアと第２のコンポー
ネントキャリアを用いて、端末装置と通信する基地局装置の通信方法であって、
　前記第１のコンポーネントキャリアにマッピングされた第１の下りリンクデータと前記
第２のコンポーネントキャリアにマッピングされた第２の下りリンクデータを送信する送
信ステップと、
　前記第１の下りリンクデータ及び第２の下りリンクデータに対する送達確認を示す信号
を受信する受信ステップと、を備え、
　前記送達確認を示す信号を送信するタイミングは所定数のタイムスロットで定められ、
　前記タイムスロットの長さは、第１のコンポーネントキャリア及び第２のコンポーネン
トキャリアのサブキャリア間隔に基づいて設定される
　通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基地局装置、端末装置およびその通信方法に関する。
　本願は、２０１７年２月３日に日本に出願された特願２０１７－０１８５４０号につい
て優先権を主張し、その内容をここに援用する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（The Third Generation Partnership Project）で仕様化されたＬＴＥ（Long
 Term Evolution）等の移動通信システムでは、ＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Divisi
on Multiplexing）をベースとした無線マルチプルアクセスが採用される（ＯＦＤＭＡ：O
rthogonal Frequency Division Multiple Accessと呼ばれる）。ＯＦＤＭは、ＣＰ（Cycl
ic Prefix）を挿入することで周波数選択性フェージングチャネルにおいて、信号の周期
性を維持することができる。ＬＴＥにおけるＯＦＤＭＡでは、基地局装置は、同じサブキ
ャリア間隔から成るサブキャリアを用いて、セル内の全て端末装置と通信を行うため、サ
ブキャリア間の直交性が維持される。
【０００３】
　３ＧＰＰでは、ＯＦＤＭＡを用いた第５世代移動通信システム（５Ｇ）のマルチプルア
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クセスの検討も行われている。５Ｇでは、高い周波数利用効率で大容量通信を行うｅＭＢ
Ｂ（enhanced Mobile Broadband）と、多数端末を収容するｍＭＴＣ（massive Machine T
ype Communication）と、高信頼な低遅延通信を実現するｕＲＬＬＣ（Ultra-Reliable an
d Low Latency Communication）という３つのユースケースの要求条件を満たす無線マル
チプルアクセスの仕様化が進められている（非特許文献１）。このため、５ＧにおけるＯ
ＦＤＭＡでは、各ユースケースに適したＯＦＤＭシンボル長やサブキャリア間隔が用いら
れる。例えば、ｕＲＬＬＣに用いるＯＦＤＭシンボル長は、ｅＭＢＢに用いるＯＦＤＭシ
ンボル長よりも短くすることで、低遅延な通信を実現する。また、同一のユースケースに
おいて、周波数変動、時間変動及び使用周波数帯などによって、異なるサブキャリア間隔
やＯＦＤＭシンボル長が設定されうる。ＯＦＤＭシンボル長は、サブキャリア間隔を変え
ることで調整することができる(非特許文献２)。
【０００４】
　移動通信システムでは、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：Hybrid Automatic Rep
eat reQuest）を用いた再送制御により、各ユースケースにおけるＱｏＳ（Quality of Se
rvice、受信品質）が制御される。例えば、基地局装置が端末装置へ下りリンクデータを
送信すると、端末装置は、所定のタイミングで、その下りリンクデータに対する肯定応答
（positive acknowledgement、ＡＣＫ）／否定応答（negative acknowledgement、ＮＡＣ
Ｋ）を該基地局装置へ送信する。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】“3rd Generation Partnership Project; Technical Specification Gr
oup Radio Access Network; Study on Scenarios and Requirements for Next Generatio
n Access Technologies;(Release 14)”　3GPP TR 38.913 v14.0.0 (2016-10)
【非特許文献２】R1-167529, 3GPP TSG RAN WG1 Meeting#86, Gothenburg, Sweden, 22nd
 - 26th August 2016
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上りリンクと下りリンク間でのサブキャリア間隔の相違等により、下り
リンクデータを送信するＯＦＤＭシンボル長が、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを上りリンクで送信す
るＯＦＤＭシンボル長と異なりが生じる。このような場合に、基地局装置と端末装置間で
、ＡＣＫ／ＮＡＣＫの送信タイミング／受信タイミングを合わせる必要がある。
【０００７】
　本発明の一態様はこのような事情を鑑みてなされたものであり、その目的は、上りリン
クと下りリンク間で異なるシンボル長を用いて基地局装置が端末装置と通信する通信シス
テムにおいて、データとそのデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫの送信タイミングを適切に
フィットさせる（調整させる）ことが可能な基地局装置、端末装置及び通信方法を提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決するために本発明の一態様に係る基地局装置、端末装置および通信
方法の構成は、次の通りである。
【０００９】
　（１）本発明の一態様は、キリアアグリゲーションによって、第１のコンポーネントキ
ャリアと第２のコンポーネントキャリアを用いて基地局装置と通信する端末装置であって
、前記第１のコンポーネントキャリアにマッピングされた第１の下りリンクデータと前記
第２のコンポーネントキャリアにマッピングされた第２の下りリンクデータを受信する受
信部と、前記第１の下りリンクデータ及び第２の下りリンクデータに対する送達確認を示
す信号を送信する送信部と、を備え、前記送達確認を示す信号を送信するタイミングは所
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定数のタイムスロットで定められ、前記タイムスロットの長さは、第１のコンポーネント
キャリア及び第２のコンポーネントキャリアのサブキャリア間隔に基づいて設定される。
【００１０】
　（２）また、本発明の一態様は、前記送信部は、前記第１のコンポーネントキャリア及
び前記第２のコンポーネントキャリアのうちの１つのコンポーネントキャリアを用いて、
前記送達確認を示す信号を送信し、前記タイムスロットの長さは、前記送達確認を示す信
号を送信するコンポーネントキャリアのサブキャリア間隔に基づいて設定される。
【００１１】
　（３）また、本発明の一態様は、前記送信部は、前記第２のコンポーネントキャリアを
用いて、前記送達確認を示す信号を送信し、前記タイムスロットの長さは、前記第１のコ
ンポーネントキャリアのサブキャリア間隔に基づいて設定される。
【００１２】
　（４）また、本発明の一態様は、前記送信部は、前記第１のコンポーネントキャリア及
び前記第２のコンポーネントキャリアのうちの１つのコンポーネントキャリアを用いて、
前記送達確認を示す信号を送信し、前記タイムスロットの長さは、前記第１の下りリンク
データを受信する第１のコンポーネントキャリアと前記第２の下りリンクデータを受信す
る第２のコンポーネントキャリアのうち、サブキャリア間隔が大きい方のサブキャリア間
隔に基づいて設定される。
【００１３】
　（５）また、本発明の一態様は、前記送信部は、前記第１のコンポーネントキャリア及
び前記第２のコンポーネントキャリアのうちの１つのコンポーネントキャリアを用いて、
前記送達確認を示す信号を送信し、前記タイムスロットの長さは、第１の下りリンクデー
タを受信する第１のコンポーネントキャリアと前記第２の下りリンクデータを受信する第
２のコンポーネントキャリアのうち、サブキャリア間隔が小さい方のサブキャリア間隔に
基づいて設定される。
【００１４】
　（６）また、本発明の一態様は、前記受信部は、第１のコンポーネントキャリアにおい
て第２のコンポーネントキャリアのサブキャリア間隔を示す情報を受信する。
【００１５】
　（７）本発明の一態様は、キャリアアグリゲーションによって、第１のコンポーネント
キャリアと第２のコンポーネントキャリアを用いて、端末装置と通信する基地局装置であ
って、前記第１のコンポーネントキャリアにマッピングされた第１の下りリンクデータと
前記第２のコンポーネントキャリアにマッピングされた第２の下りリンクデータを送信す
る送信部と、前記第１の下りリンクデータ及び第２の下りリンクデータに対する送達確認
を示す信号を受信する受信部と、を備え、前記送達確認を示す信号を送信するタイミング
は所定数のタイムスロットで定められ、前記タイムスロットの長さは、第１のコンポーネ
ントキャリア及び第２のコンポーネントキャリアのサブキャリア間隔に基づいて設定され
る。
【００１６】
　（８）本発明の一態様は、キャリアアグリゲーションによって、第１のコンポーネント
キャリアと第２のコンポーネントキャリアを用いて基地局装置と通信する端末装置の通信
方法であって、前記第１のコンポーネントキャリアにマッピングされた第１の下りリンク
データと前記第２のコンポーネントキャリアにマッピングされた第２の下りリンクデータ
を受信する受信ステップと、前記第１の下りリンクデータ及び第２の下りリンクデータに
対する送達確認を示す信号を送信する送信ステップと、を有し、前記送達確認を示す信号
を送信するタイミングは所定数のタイムスロットで定められ、前記タイムスロットの長さ
は、第１のコンポーネントキャリア及び第２のコンポーネントキャリアのサブキャリア間
隔に基づいて設定される。
【００１７】
　（９）本発明の一態様は、キャリアアグリゲーションによって、第１のコンポーネント
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キャリアと第２のコンポーネントキャリアを用いて、端末装置と通信する基地局装置の通
信方法であって、前記第１のコンポーネントキャリアにマッピングされた第１の下りリン
クデータと前記第２のコンポーネントキャリアにマッピングされた第２の下りリンクデー
タを送信する送信ステップと、前記第１の下りリンクデータ及び第２の下りリンクデータ
に対する送達確認を示す信号を受信する受信ステップと、を備え、前記送達確認を示す信
号を送信するタイミングは所定数のタイムスロットで定められ、前記タイムスロットの長
さは、第１のコンポーネントキャリア及び第２のコンポーネントキャリアのサブキャリア
間隔に基づいて設定される。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の一又は複数の態様によれば、上りリンクと下りリンク間で異なるシンボル長を
用いて基地局装置と端末装置が通信を行う通信システムにおいて、情報データとその情報
データに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫの送信タイミングを適切にフィットさせる（調整させる
）ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】第１の実施形態に係る通信システムの構成例を示す図である。
【図２】第１の実施形態に係る通信システムの無線フレーム構成の一例を示す図である。
【図３】第１の実施形態に係る通信システムの物理リソースの例を示す図である。
【図４】第１の実施形態に係るＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信タイミングの一例を示す図である。
【図５】第１の実施形態に係るＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信タイミングの別例を示す図である。
【図６】第１の実施形態に係るＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信タイミングの別例を示す図である。
【図７】第１の実施形態に係るＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信タイミングの別例を示す図である。
【図８】第１の実施形態に係るＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信タイミングの別例を示す図である。
【図９】第１の実施形態に係る端末装置の構成を示す概略ブロック図である。
【図１０】第１の実施形態に係る基地局装置の構成を示す概略ブロック図である。
【図１１】第２の実施形態に係る通信システムの構成例を示す図である。
【図１２】第２の実施形態に係るキャリアアグリゲーションにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫ送
信タイミングの一例を示す図である。
【図１３】第２の実施形態に係るキャリアアグリゲーションにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫ送
信タイミングの別例を示す図である。
【図１４】第２の実施形態に係るキャリアアグリゲーションにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫ送
信タイミングの別例を示す図である。
【図１５】第２の実施形態に係るキャリアアグリゲーションにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫ送
信タイミングの別例を示す図である。
【図１６】第２の実施形態に係るキャリアアグリゲーションにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫ送
信タイミングの別例を示す図である。
【図１７】第２の実施形態に係るキャリアアグリゲーションにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫ送
信タイミングの別例を示す図である。
【図１８】第２の実施形態に係るキャリアアグリゲーションにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫ送
信タイミングの別例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下の実施形態に係る通信システムは、基地局装置（セル、スモールセル、サービング
セル、コンポーネントキャリア、ｅＮｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅＢ、ｇＮｏｄｅＢ
、アクセスポイント）および端末装置（ＵＥ:User Equipment、端末、移動局、移動端末
、加入者ユニット）を備える。該通信システムにおいて、下りリンクの場合、基地局装置
は送信装置（送信点、送信アンテナ群、送信アンテナポート群）となり、端末装置は受信
装置（受信点、受信端末、受信アンテナ群、受信アンテナポート群）となる。上りリンク
の場合、基地局装置は受信装置となり、端末装置は送信装置となる。前記通信システムは
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、Ｄ２Ｄ（Device-to-Device）通信にも適用可能である。その場合、送信装置も受信装置
も共に端末装置になる。なお、基地局装置は、ＲＲＨ（Remote Radio Head、基地局装置
より小型の屋外型の無線部を有する装置、Remote Radio Unit: RRUとも称す）を含むもの
とする。ＲＲＨは、リモートアンテナ、分散アンテナとも呼称する。ＲＲＨは、基地局装
置の特殊な形態ともいえる。例えば、ＲＲＨは信号処理部のみを有し、他の基地局装置に
よってＲＲＨで用いられるパラメータの設定、スケジューリングの決定などが行われる基
地局装置ということができる。
【００２１】
　前記通信システムは、人間が介入する端末装置と基地局装置間のデータ通信に限定され
るものではなく、ＭＴＣ（Machine Type Communication）、Ｍ２Ｍ通信（Machine-to-Mac
hine Communication）、ＩｏＴ（Internet of Things）用通信、ＮＢ－ＩｏＴ（Narrow B
and-IoT）等（以下、ＭＴＣと呼ぶ）の人間の介入を必要としないデータ通信の形態にも
、適用することができる。この場合、端末装置がＭＴＣ端末とも称する。
【００２２】
　前記通信システムの無線マルチプルアクセスは、上りリンク及び下りリンクにおいて、
ＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Multiplexing）の伝送方式をベースとしたＯ
ＦＤＭＡ(Orthogonal Frequency Multiple Access)を用いることができる。前記通信シス
テムの無線マルチプルアクセスは、ＤＦＴ‐Ｓ‐ＯＦＤＭ（Discrete Fourier Transform
- Spread - OFDM）やＣｌｕｓｔｅｒｅｄ　ＤＦＴ‐Ｓ‐ＯＦＤＭの伝送方式をベースと
したＳＣ－ＦＤＭＡを用いることもできる。前記通信システムは、フィルタを適用したＦ
ＢＭＣ（Filter Bank Multi Carrier）、ｆ－ＯＦＤＭ（Filtered - OFDM）、ＵＦ－ＯＦ
ＤＭ（Universal Filtered - OFDM）、Ｗ－ＯＦＤＭ（Windowing - OFDM）、スパース符
号を用いる伝送方式（ＳＣＭＡ：Sparse Code Multiple Access）などを用いることもで
きる。さらに、前記通信システムは、ＤＦＴプレコーディングを適用し、上記のフィルタ
を用いる信号波形を用いてもよい。さらに、前記通信システムは、前記伝送方式において
、符号拡散、インターリーブ、スパース符号等を施すこともできる。なお、以下の実施形
態では、上りリンクはＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ伝送を用い、下りリンクはＯＦＤＭ伝送を用
いた場合で説明するが、これに限らず、他の伝送方式を適用することができる。
【００２３】
　以下の実施形態に係る基地局装置及び端末装置は、無線事業者がサービスを提供する国
や地域から使用許可（免許）が得られた、いわゆるライセンスバンド（licensed band）
と呼ばれる周波数バンド、及び／又は、国や地域からの使用許可（免許）を必要としない
、いわゆるアンライセンスバンド（unlicensed band）と呼ばれる周波数バンドを用いて
通信することができる。
【００２４】
　本実施形態において、“Ｘ／Ｙ”は、“ＸまたはＹ”の意味を含む。本実施形態におい
て、“Ｘ／Ｙ”は、“ＸおよびＹ”の意味を含む。本実施形態において、“Ｘ／Ｙ”は、
“Ｘおよび／またはＹ”の意味を含む。
【００２５】
　（第１の実施形態）
　図１は、本実施形態に係る通信システムの構成例を示す図である。本実施形態における
通信システムは、基地局装置１０、端末装置２０を備える。カバレッジ１０ａは、基地局
装置１０が端末装置２０と接続可能な範囲（通信エリア）である（セルとも呼ぶ）。端末
装置２０は、上りリンクｒ１０において、上りリンク物理チャネル及び上りリンク物理信
号を基地局装置１０に送信する。基地局装置１０は、下りリンクｒ２０において、下りリ
ンク物理チャネル及び下りリンク物理信号を端末装置２０に送信する。なお、カバレッジ
１０ａにおいて、基地局装置１０は、複数の端末装置２０を収容可能であり、収容端末数
は、図１に限定されない。
【００２６】
　図１の通信システムにおいて、以下の上りリンク物理チャネルが含まれる。上りリンク
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物理チャネルは、上位層から出力された情報を送信するために使用される。
・物理上りリンク制御チャネル
・物理上りリンク共有チャネル
・物理ランダムアクセスチャネル
【００２７】
　物理上りリンク制御チャネルは、上りリンク制御情報（ＵＣＩ：Uplink Control Infor
mation）を送信するために用いられる物理チャネルである。
【００２８】
　上りリンク制御情報は、下りリンクデータ（下りリンクトランスポートブロック、ＤＬ
－ＳＣＨ：Downlink-Shared Channel）に対する肯定応答（positive acknowledgement、
ＡＣＫ）／否定応答（negative acknowledgement、ＮＡＣＫ）を含む。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
は、送達確認を示す信号、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＨＡＲＱフィードバックとも称される。上
りリンク制御情報は、ＳＲ（Scheduling Request）を含むこともできる。
【００２９】
　上りリンク制御情報は、下りリンクのチャネル状態情報（ＣＳＩ：Channel State Info
rmation）を含むこともできる。前記チャネル状態情報は、好適な空間多重数（レイヤ数
）を示すランク指標（ＲＩ：Rank Indicator）、好適なプレコーダを示すプレコーディン
グ行列指標（ＰＭＩ：Precoding Matrix Indicator）、好適な伝送レートを指定するチャ
ネル品質指標（ＣＱＩ：Channel Quality Indicator）などを含む。前記ＰＭＩは、端末
装置によって決定されるコードブックを示す。該コードブックは、物理下りリンク共有チ
ャネルのプレコーディングに関連する。前記ＣＱＩは、所定の帯域における好適な変調方
式（例えば、ＢＰＳＫ（Binary Phase Shift Keying）、ＱＰＳＫ（quadrature Phase Sh
ift Keying）、１６ＱＡＭ（quadrature amplitude modulation）、６４ＱＡＭ、２５６
ＱＡＭなど）、符号化率（coding rate）とすることができる。
【００３０】
　物理上りリンク共有チャネルは、上りリンクデータ（上りリンクトランスポートブロッ
ク、UL-SCH）を送信するために用いられる物理チャネルである。物理上りリンク共有チャ
ネルは、下りリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／またはチャネル状態情報を
送信するために用いられてもよい。物理上りリンク共有チャネルは、上りリンク制御情報
を送信するために用いられてもよい。物理上りリンク共有チャネルは、上りリンクデータ
に巡回冗長検査（ＣＲＣ:Cyclic Redundancy Check）を付加して生成してもよい。ＣＲＣ
は、端末装置の識別子（ＵＥ　ＩＤ：User Equipment Identifierとも呼ぶ。）を表す系
列を用いてスクランブル（排他的論理和演算、マスク、暗号化とも呼ぶ。）されてもよい
。ＵＥ　ＩＤとして、Ｃ－ＲＮＴＩ（Cell - Radio Network Temporary Identifier）、
Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩ（Ｔ　Ｃ－ＲＮＴＩ）、ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩ（Semi
 Persistent Scheduling C -RNTI）などが用いられる。例えば、ＵＥ　ＩＤは、端末装置
がセルアップデート手順により新しいセルにアクセスした時に、基地局装置によって、該
端末装置に割り当てられる。基地局装置は、各端末装置にＵＥ　ＩＤを通知する。ＵＥ　
ＩＤは、ランダムアクセス手順におけるメッセージ２(ランダムアクセス応答、ＲＡＲ：R
andom Access Response)／メッセージ４(Contention Resolution)に含めることもできる
。ＵＥ　ＩＤは、無線リソース制御（ＲＲＣ：Radio Resource Control）メッセージに含
めることもできる。
【００３１】
　物理上りリンク共有チャネルは、ＲＲＣメッセージを送信するために用いられる。ＲＲ
Ｃメッセージは、無線リソース制御層において処理される情報／信号である。ＲＲＣメッ
セージは、端末装置のＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙを含めることができる。ＵＥ　Ｃａｐ
ａｂｉｌｉｔｙは、該端末装置がサポートする機能を示す情報である。物理上りリンク共
有チャネルは、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）を送信するために用いられる。ＭＡＣ
　ＣＥは、媒体アクセス制御（ＭＡＣ: Medium Access Control）層において処理（送信
）される情報／信号である。例えば、パワーヘッドルームは、ＭＡＣ　ＣＥに含まれ、物
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理上りリンク共有チャネルを経由して報告されてもよい。すなわち、ＭＡＣ　ＣＥのフィ
ールドが、パワーヘッドルームのレベルを示すために用いられる。上りリンクデータは、
ＲＲＣメッセージ、ＭＡＣ　ＣＥを含むことができる。
【００３２】
　物理ランダムアクセスチャネルは、ランダムアクセスに用いるプリアンブルを送信する
ために用いられる。
【００３３】
　上りリンクでは、上りリンク物理信号として上りリンク参照信号（Uplink Reference S
ignal: UL RS）が用いられる。上りリンク物理信号は、上位層から出力された情報を送信
するためには使用されないが、物理層によって使用される。上りリンク参照信号には、復
調用参照信号（ＤＭＲＳ： Demodulation Reference Signal）、サウンディング参照信号
（ＳＲＳ： Sounding Reference Signal）が含まれる。
【００３４】
　復調用参照信号は、物理上りリンク共有チャネルまたは物理上りリンク制御チャネルの
送信に関連する。例えば、基地局装置１０は、物理上りリンク共有チャネルまたは物理上
りリンク制御チャネルを復調する際の伝搬路補正を行うために復調用参照信号を使用する
。復調用参照信号系列は、基地局装置１０のセルＩＤに関連付けて生成されうる。復調用
参照信号系列は、サイクリックシフト及びＯＣＣ（Orthogonal Cover Code）を施して、
生成されうる。
【００３５】
　サウンディング参照信号は、物理上りリンク共有チャネルまたは物理上りリンク制御チ
ャネルの送信に関連しない。例えば、基地局装置１０は、無線リソース管理測定（ＲＲＭ
測定：Radio Resource Management measurement）などの上りリンクのチャネル状態を測
定（CSI Measurement）するためにサウンディング参照信号を使用する。
【００３６】
　図１の通信システムでは、以下の下りリンク物理チャネルが用いられる。下りリンク物
理チャネルは、上位層から出力された情報を送信するために使用される。
・物理報知チャネル
・物理制御フォーマット指標チャネル
・物理ハイブリッド自動再送要求指標チャネル
・物理下りリンク制御チャネル
・物理下りリンク共有チャネル
【００３７】
　物理報知チャネルは、端末装置で共通に用いられるマスターインフォメーションブロッ
ク（Master Information Block: MIB, Broadcast Channel: BCH）を報知するために用い
られる。ＭＩＢは、システム情報である。物理報知チャネルは、ブロードキャストする制
御情報を含む。例えば、物理報知チャネルは、下りリンクシステム帯域、システムフレー
ム番号（ＳＦＮ：System Frame Number）、基地局装置によって使用される送信アンテナ
数などの情報を含む。
【００３８】
　物理制御フォーマット指標チャネルは、下りリンク制御情報を送信可能な領域を通知す
るために用いられる。例えば、物理制御フォーマット指標チャネルは、下りリンク制御情
報を送信するために、各サブフレームの先頭から何個のＯＦＤＭシンボルが確保されてい
るか、を示す。
【００３９】
　物理ハイブリッド自動再送要求指標チャネルは、物理上りリンク共有チャネルに対する
ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するために用いられる。端末装置は、予め定められた、または／
および、ＲＲＣ／ＤＣＩによって基地局装置から端末装置へ通知される送信タイミングで
、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信することができる。
【００４０】
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　物理下りリンク制御チャネルは、下りリンク制御情報（ＤＣＩ：Downlink Control Inf
ormation）を送信するために用いられる。下りリンク制御情報は、用途や送信モードに基
づいて、複数のフォーマット（ＤＣＩフォーマットとも称する）が定義される。各フォー
マットは、用途や送信モードに応じて使われる。下りリンク制御情報は、下りリンクデー
タ送信のための制御情報（下りリンクデータ送信に関する制御情報）と上りリンクデータ
送信のための制御情報（上りリンクデータ送信に関する制御情報）を含む。送信モードは
、送信アンテナポート数、ダイバーシチ送信（ＳＦＢＣ：Space-Frequency Block Coding
、ＦＳＴＤ：Frequency Switched Transmit Diversity、ＣＤＤ：Cyclic Division Diver
sity）ビームフォーミングなどの伝送方法の相違によって、設定される。
【００４１】
　下りリンクデータ送信のためのＤＣＩフォーマットは、物理下りリンク共有チャネルの
スケジューリングに用いられる。下りリンクデータ送信のためのＤＣＩフォーマットを、
下りリンクグラント（ＤＬ　Ｇｒａｎｔ、下りリンクアサインメント）とも称する。下り
リンクデータ送信のためのＤＣＩフォーマットには、物理下りリンク共有チャネルのリソ
ース割り当てに関する情報、物理下りリンク共有チャネルに対するＭＣＳ（Modulation a
nd Coding Scheme）に関する情報、ＨＡＲＱプロセス番号、下りリンクデータの再送に関
する情報などの下りリンク制御情報が含まれる。下りリンクデータ送信のためのＤＣＩフ
ォーマットは、物理上りリンクチャネル（例えば、物理上りリンク制御チャネル、物理上
りリンク共有チャネル）や参照信号（例えば、サウンディング参照信号）に対する送信電
力制御（ＴＰＣ；Transmit Power Control）を含めることができる。
【００４２】
　上りリンクデータ送信のためのＤＣＩフォーマットは、物理上りリンク共有チャネルの
送信に関する制御情報を端末装置に通知するために用いられる。上りリンクデータ送信の
ためのＤＣＩフォーマットを、上りリンクグラント（ＵＬ　Ｇｒａｎｔ、上りリンクアサ
インメント）とも称する。上りリンクデータ送信のためのＤＣＩフォーマットは、物理上
りリンク共有チャネルのリソース割り当てに関する情報、物理上りリンク共有チャネルの
ＭＣＳに関する情報、上りリンクデータ（物理上りリンク共有チャネル）の再送に関する
情報、物理上りリンクチャネルに対する送信電力制御、復調用参照信号のためのサイクリ
ックシフトに関する情報、下りリンクのチャネル状態情報（ＣＳＩ：Channel State Info
rmation、受信品質情報とも称する。）要求（CSI request）、ＨＡＲＱプロセス番号など
の上りリンク制御情報を含むことができる。なお、上りリンクデータ送信のためのＤＣＩ
フォーマットに含まれる１又は複数の情報は、下りリンクデータ送信のためのＤＣＩフォ
ーマットに含めることもできる。
【００４３】
　物理下りリンク制御チャネルは、下りリンク制御情報に巡回冗長検査（ＣＲＣ:Cyclic 
Redundancy Check）を付加して生成される。物理下りリンク制御チャネルにおいて、ＣＲ
Ｃは、端末装置の識別子（ＵＥ　ＩＤ）を用いてスクランブルされる。例えば、ＣＲＣは
、セル無線ネットワーク一時的識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ：Cell- Radio Network Temporary 
Identifier）などを用いて、スクランブルされる。
【００４４】
　物理下りリンク共有チャネルは、下りリンクデータ（下りリンクトランスポートブロッ
ク、DL-SCH）を送信するために用いられる。物理下りリンク共有チャネルは、システムイ
ンフォメーションメッセージ（ＳＩＢ：System Information Block）を送信するために用
いられる。ＳＩＢは、セル内における複数の端末装置に対して共通（セル固有）に送信す
ることができる。端末装置スペシフィック（ユーザ固有）な情報は、ある端末装置に対し
て専用のＳＩＢを使用して送信されうる。なお、システムインフォメーションメッセージ
の一部又は全部は、ＲＲＣメッセージに含めることができる。
【００４５】
　物理下りリンク共有チャネルは、ＲＲＣメッセージを送信するために用いられる。基地
局装置から送信されるＲＲＣメッセージは、セル内における複数の端末装置に対して共通
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（セル固有）であってもよい。セル内の端末装置に共通な情報は、セル固有のＲＲＣメッ
セージを使用して送信されうる。基地局装置から送信されるＲＲＣメッセージは、ある端
末装置に対して専用のメッセージ（dedicated signalingとも称する）であってもよい。
端末装置スペシフィック（ユーザ固有）な情報は、ある端末装置に対して専用のＲＲＣメ
ッセージを使用して送信されうる。
【００４６】
　物理下りリンク共有チャネルは、ＭＡＣ　ＣＥを送信するために用いられる。ＲＲＣメ
ッセージおよび／またはＭＡＣ　ＣＥを、上位層の信号（higher layer signaling）とも
称する。物理下りリンク共有チャネルは、基地局装置が各端末装置に情報データを送信す
るために用いられる。
【００４７】
　物理下りリンク共有チャネルは、巡回冗長検査（ＣＲＣ:Cyclic Redundancy Check）を
付加して生成される。ＣＲＣは、端末装置の識別子（ＵＥ　ＩＤ）を用いてスクランブル
される。端末装置は、同一の該ＵＥ　ＩＤを用いてスクランブルされた下りリンク制御情
報に基づいて、物理下りリンク共有チャネルを検出（復調、復号など）する。
【００４８】
　図１の下りリンクでは、下りリンク物理信号として同期信号（ＳＳ：Synchronization 
Signal）、下りリンク参照信号（ＤＬ　ＲＳ：Downlink Reference Signal）が用いられ
る。下りリンク物理信号は、上位層から出力された情報を送信するためには使用されない
が、物理層によって使用される。
【００４９】
　同期信号は、端末装置が、下りリンクの周波数領域および時間領域の同期を取得／追跡
ために用いられる。例えば、ＰＳＳ（Primary Synchronization Signal）とＳＳＳ（Seco
ndary Synchronization Signal）の２つの同期信号が用いられる。端末装置は、ＰＳＳを
用いて、シンボル同期を取得する。端末装置は、ＳＳＳを用いて、フレーム同期を取得す
る。ＰＳＳ及びＳＳＳはセルＩＤに関連づけられる。端末装置は、ＰＳＳ及びＳＳＳを用
いて、セルＩＤを取得することができる。基地局装置下りリンク参照信号は、端末装置が
、下りリンク物理チャネルの伝搬路補正を行なうために用いられる。例えば、下りリンク
参照信号は、物理報知チャネル、物理下りリンク共有チャネル、物理下りリンク制御チャ
ネルを復調するために用いられる。下りリンク参照信号は、端末装置が、ＲＲＭ測定など
の下りリンクのチャネル状態情報を算出（ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）するために用いるこ
ともできる。また、各種チャネルを復調するために用いられる参照信号とｍｅａｓｕｒｅ
ｍｅｎｔするために用いられる参照信号は異なってもよい（例えば、各種チャネルを復調
するために用いられる参照信号はＬＴＥにおけるＤＭＲＳ：Demodulation Reference Sig
nalが用いられ、ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔにはＣＳＩ－ＲＳが用いられる。各種チャネル
を復調するために用いられる参照信号とｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔするために用いられる参
照信号は同一であってもよい。（例えば、ＣＲＳ：Cell-specific Reference Signal）。
【００５０】
　下りリンク物理チャネルおよび下りリンク物理信号を総称して、下りリンク信号とも称
する。また、上りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理信号を総称して、上りリンク
信号とも称する。また、下りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理チャネルを総称し
て、物理チャネルとも称する。また、下りリンク物理信号および上りリンク物理信号を総
称して、物理信号とも称する。
【００５１】
　ＢＣＨ、ＵＬ－ＳＣＨおよびＤＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである。ＭＡＣ
層で用いられるチャネルを、トランスポートチャネルと称する。ＭＡＣ層で用いられるト
ランスポートチャネルの単位を、トランスポートブロック（ＴＢ：Transport Block）、
または、ＭＡＣ　ＰＤＵ（Protocol Data Unit）とも称する。トランスポートブロックは
、ＭＡＣ層が物理層に渡す（deliverする）データの単位である。物理層において、トラ
ンスポートブロックはコードワードにマップされ、コードワード毎に符号化処理などが行
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なわれる。
【００５２】
　図１において、基地局装置１０及び端末装置２０は、上りリンク／下りリンクにおいて
、グラントベースのマルチプルアクセスをサポートする（グラントベースマルチプルアク
セス、スケジュールドマルチプルアクセスとも呼ばれる）。下りリンクにおいて、基地局
装置１０は、端末装置２０に対して下りリンクグラントで通知される物理リソース（リソ
ース割り当てに関する情報で通知）やＭＣＳを用いて、下りリンク物理チャネルを送信す
る。上りリンクにおいて、端末装置２０は、基地局装置１０によって上りリンクグラント
で指示された物理リソース（リソース割り当てに関する情報で通知）やＭＣＳなどを用い
て、上りリンク物理チャネルを送信する。物理リソースは、時間領域（ＯＦＤＭシンボル
又はＳＣ－ＦＤＭＡシンボル）と周波数領域（サブキャリア）で定義されるリソースであ
る。
【００５３】
　基地局装置１０及び端末装置２０は、上りリンク／下りリンクにおいて、グラントフリ
ーマルチプルアクセス（グラントレスマルチプルアクセス、コンテンションベースマルチ
プルアクセスとも呼ばれる）をサポートすることもできる。例えば、上りリンクのグラン
トフリーマルチプルアクセスにおいて、端末装置２０は、基地局装置１０から上りリンク
グラントの受信に依らず（上りリンクグラントの受信なしで）、上りリンクデータ（上り
物理リンクチャネルなど）を送信する。基地局装置１０は、グラントフリーマルチプルア
クセスをサポートすることを示す情報を、報知チャネル（ＭＩＢ）／ＲＲＣメッセージ／
システムインフォメーション（例えば、ＳＩＢ）を用いて、端末装置２０に通知すること
ができる。端末装置２０は、グラントフリーマルチプルアクセスをサポートすることを示
すＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙを、基地局装置１０に通知することができる。
【００５４】
　上りリンクグラントフリーマルチプルアクセスにおいて、端末装置２０は、上りリンク
データを送信する物理リソースをランダムに選択するようにしてもよい。例えば、端末装
置２０は、利用可能な複数の物理リソースの候補がリソースプールとして基地局装置１０
から通知される。該リソースプールは、報知チャネル／ＲＲＣメッセージ／システムイン
フォメーションで通知される。端末装置２０は、前記リソースプールからランダムに物理
リソースを選択する。
【００５５】
　上りリンクグラントフリーマルチプルアクセスにおいて、前記上りリンクマルチアクセ
スリソースは、署名リソース（Multi Access Signature Resource）と前記物理リソース
（Multi Access Physical Resource）で定義される。物理リソースと署名リソースは、各
端末装置が送信した上りリンク物理チャネルを特定することに用いられうる。前記署名リ
ソースの候補は、前記リソースプールに含まれる。端末装置２０は、前記リソースプール
から署名リソースを選択する。署名リソースは、複数のマルチアクセス署名群（マルチア
クセス署名プールとも呼ばれる）のうち、少なくとも１つのマルチアクセス署名で構成さ
れる。マルチアクセス署名は、各端末装置が送信する上りリンク物理チャネルを区別（同
定）する特徴（目印、指標）を示す情報である。マルチアクセス署名は、空間多重パター
ン、拡散符号パターン（Ｗａｌｓｈ符号、ＯＣＣ；Orthogonal Cover Code、データ拡散
用のサイクリックシフト、スパース符号など）、インターリーブパターン、復調用参照信
号パターン（参照信号系列、サイクリックシフト）、送信電力、等が含まれる。グラント
フリーマルチプルアクセスにおいて、端末装置は、選択した１つ又は複数のマルチアクセ
ス署名を用いて、上りリンクデータを送信する。
【００５６】
　基地局装置１０は、サブキャリア間隔ｆ＿ｓｃｓをもつＯＦＤＭを用いて、下りリンク
信号を端末装置２０に送信する。端末装置２０は、サブキャリア間隔ｆ＿ｓｃｓをもつＤ
ＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭを用いて、上りリンク信号を基地局装置１０に送信する。図１の通信
システムでは、上りリンク及び下りリンク各々において、複数のサブキャリア間隔ｆ＿ｓ
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ｃｓが定義される。例えば、サブキャリア間隔ｆ＿ｓｃｓは、ｎ＿ｓｃｓ×ｆ＿ｓｃｓ＿
ｏで定義される。ｆ＿ｓｃｓ＿ｏはリファレンスとなるサブキャリア間隔[Ｈｚ]である。
ｎ＿ｓｃｓは、２ａ

、又は２（-ａ）である（ａは自然数）。ｎ＿ｓｃｓは、ａｂ（ａは
自然数、ｂは１又は－１）と定義してもよい。
【００５７】
　図２は、本実施形態に係る通信システムの無線フレーム構成の一例を示す図である。サ
ブキャリア間隔がｎ倍になると、ＯＦＤＭシンボル長は１／ｎとなる。図２は、ｆ＿ｓｃ
ｓ＿ｏ＝１５ｋＨｚにおいて、ｎ＿ｓｃｓ＝１（ｆ＿ｓｃｓ＝１５ｋＨｚ）及びｎ＿ｓｃ
ｓ＝４（ｆ＿ｓｃｓ＝６０ｋＨｚ）の例である。ｆ＿ｓｃｓ＿ｏ＝１５ｋＨｚのＯＦＤＭ
シンボル長は、ｆ＿ｓｃｓ＝６０ｋＨｚの１／４となる。なお、ＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭを
用いる場合、サブキャリア間隔がｎ倍になると、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル長は１／ｎとな
る（図２において、ＯＦＤＭシンボル長がＳＣ－ＦＤＭＡシンボル長に置き換わる）。
【００５８】
　下りリンク及び上りリンクにおいて、１つの無線フレームは、複数のサブフレームから
構成される。図２は、１つの無線フレームが１０個のサブフレームから構成される例であ
る。サブフレーム長は、サブキャリア間隔によらず、一定に設定される。例えば、無線フ
レーム長が１０ｍｓの場合、サブフレーム長は、サブキャリア間隔によらず、１ｍｓで一
定とする。サブフレーム長は、リファレンスサブキャリア間隔ｆ＿ｓｃｓ＿ｏ＝１５ｋＨ
ｚのＯＦＤＭシンボル長を基準に設定される。図２では、サブフレーム長は、ｆ＿ｓｃｓ
＿ｏ＝１５ｋＨｚにおける１４個のＯＦＤＭシンボルの区間とする例である（図１２（Ａ
））。ｆ＿ｓｃｓ＝６０ｋＨｚの場合、１つのサブフレームは、５６個のＯＦＤＭシンボ
ルから構成される（図１２（Ｂ））。
【００５９】
　１つのスロットは、基地局装置１０及び端末装置２０が物理チャネルの送信に用いるサ
ブキャリア間隔において生成される複数のＯＦＤＭシンボルから構成される。スロットを
構成するＯＦＤＭシンボル数は、サブキャリア間隔によらず、一定である（各サブキャリ
ア間隔におけるスロット長は、ＯＦＤＭシンボル数によって定まる）。図２では、１つの
スロットが７つのＯＦＤＭシンボルから構成される例である。ｆ＿ｓｃｓ＝１５ｋＨｚに
おけるスロット長は、ｆ＿ｓｃｓ＝６０ｋＨｚのスロット長の４倍となる。
【００６０】
　１つのミニスロットは、基地局装置１０及び端末装置２０が物理チャネルの送信に用い
るサブキャリア間隔において生成される複数のＯＦＤＭシンボル（例えば、２つ、４つ）
から構成される。ミニスロットを構成するＯＦＤＭシンボル数は、サブキャリア間隔によ
らず、一定である（各サブキャリア間隔におけるミニスロット長は、ＯＦＤＭシンボル数
によって定まる）。ミニスロットを構成するＯＦＤＭシンボル数は、スロットを構成する
ＯＦＤＭシンボル数より少ない。各サブキャリア間隔において、ミニスロット長はスロッ
ト長より短い。図２は、１つのミニスロットが２つのＯＦＤＭシンボルから構成される例
である。ｆ＿ｓｃｓ＝１５ｋＨｚにおけるミニスロット長は、ｆ＿ｓｃｓ＝６０ｋＨｚの
ミニスロット長の４倍となる。
【００６１】
　基地局装置１０は、スロット／ミニスロットを構成するＯＦＤＭシンボル数を設定する
ことができる。基地局装置１０は、スロット／ミニスロットを構成するＯＦＤＭシンボル
数を、各サブキャリア間隔で独立に設定することができる。スロット／ミニスロットを構
成するＯＦＤＭシンボル数において、基地局装置１０は、サブキャリア間隔毎に、異なる
ＯＦＤＭシンボル数を設定してもよい。基地局装置１０は、スロット／ミニスロットを構
成するＯＦＤＭシンボル数をシグナリングし、ＲＲＣメッセージ／システムインフォメー
ション／下りリンク制御情報で端末装置２０に通知するようにしてもよい。
【００６２】
　本実施形態に係る通信システムでは、物理チャネルをマッピングするため所定のリソー
ス割り当てユニットが定義される。リソース割り当てユニットは、サブキャリア数及びＯ



(14) JP WO2018/143174 A1 2018.8.9

10

20

30

40

50

ＦＤＭシンボル数（ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭを用いる場合、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル数）で
定義される。例えば、基地局装置１０は、上りリンクグラント及び下りリンクグラントに
おけるリソース割り当てに関する情報を、リソース割り当てユニット数で通知することが
できる。各サブキャリア間隔におけるリソース割り当てユニットのサブキャリア数が同一
に設定された場合、サブキャリア間隔によってリソース割り当てユニットの周波数帯域幅
が異なる。例えば、リソース割り当てユニットにおいて、ｆ＿ｓｃｓ＝６０ｋＨｚにおけ
る周波数帯域幅は、ｆ＿ｓｃｓ＝１５ｋＨｚの周波数帯域幅の４倍となる。
【００６３】
　リソース割り当てユニットのＯＦＤＭシンボル数は、サービス品質ＱｏＳ（Quality of
 Service）、ＴＴＩ（Transmission Time Interval）、や用途（ｅＭＢＢ，ｍＭＴＣ、ｕ
ＲＬＬＣ）によって、異なる設定を用いることができる。リソース割り当てユニットは、
時間ドメインにおいて、サブフレーム単位／スロット単位／ミニスロット単位で設定する
ことができる。リソース割り当てユニットがサブフレーム単位で設定される場合、リソー
ス割り当てユニットを構成するＯＦＤＭシンボル数は、１４個となる。本実施形態に係る
通信システムは、スロットを、基地局装置１０及び端末装置２０が物理チャネル（例えば
、物理データ共有チャネル、物理制御チャネル）をマッピングする最小単位としてもよい
。この場合、リソース割り当てユニットを構成するＯＦＤＭシンボル数は、スロットを構
成するＯＦＤＭシンボル数と一致する。本実施形態に係る通信システムは、ミニスロット
を、端末装置２０が物理チャネル（例えば、物理データ共有チャネル、物理制御チャネル
）をマッピングする最小単位としてもよい。この場合、リソース割り当てユニットを構成
するＯＦＤＭシンボル数は、ミニスロットを構成数ＯＦＤＭシンボル数と一致する。
【００６４】
　基地局装置１０は、システム帯域毎に、サブキャリア間隔を設定することができる。基
地局装置１０は、端末装置２０に対する上りリンク及び下りリンク物理チャネルのサービ
ス品質ＱｏＳ、ＴＴＩや用途（ｅＭＢＢ，ｍＭＴＣ、ｕＲＬＬＣ）によって、各システム
帯域に用いるサブキャリア間隔を設定してもよい。ＴＴＩは、スケジューリングの最小時
間単位である。ｅＭＢＢ（enhanced Mobile Broadband）は高い周波数利用効率で大容量
通信を行うことを用途とする。ｍＭＴＣ（massive Machine Type Communication）は多数
端末を収容し、各端末に対して小さいデータを伝送することを用途とする。ｕＲＬＬＣ（
Ultra-Reliable and Low Latency Communication）は高信頼かつ低遅延で通信することを
用途する。
【００６５】
　本実施形態に係る通信システムは、物理チャネルの送信に用いる周波数バンド毎に、サ
ブキャリア間隔を設定することもできる。例えば、２つの周波数バンドを用いる場合、高
い周波数バンドにおけるサブキャリア間隔は、低い周波数バンドおけるサブキャリア間隔
より大きく設定される。基地局装置１０及び端末装置２０は、周波数バンドに基づくサブ
キャリア間隔を用いて、物理チャネルを送信する。
【００６６】
　基地局装置１０は、１つのシステム帯域に、複数のサブキャリア間隔を設定することが
できる。図３は、本実施形態に係る通信システムの物理リソースの例を示す図である。図
３は、１つのシステム帯域内に、サブキャリア間隔ｆ＿ｓｃｓ＝１５ｋＨｚ及び３０ｋＨ
ｚが周波数分割多重（ＦＤＭ；Frequency Division Multiplexing）される例である。シ
ステム帯域における両端に割り当てるサブキャリア間隔が、内側に割当てるサブキャリア
間隔より小さい場合である。リソースエレメントは、１つのサブキャリアと１つのＯＦＤ
Ｍシンボル（又はＳＣ―ＦＤＭＡシンボル）からなる領域である。リソース割り当てユニ
ットＡは、サブキャリア間隔が１５ｋＨｚの領域において、物理チャネルをマッピングす
る単位である。リソース割り当てユニットＢは、サブキャリア間隔が３０ｋＨｚの領域に
おいて、物理チャネルをマッピングする単位である。リソース割り当てユニットＡ及びリ
ソース割り当てユニットＢは、スロット単位（ＯＦＤＭシンボル数＝７）で時間ドメイン
を設定した例である。この場合、リソース割り当てユニットＡのタイムスロット長は、リ
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ソース割り当てユニットＢのタイムスロット長の２倍となる。サブキャリア間隔が３０ｋ
Ｈｚの領域では、リソース割り当てユニットＡのタイムスロット区間において、２つの物
理チャネルをマッピングすることができる。
【００６７】
　基地局装置１０は、Ｑｏｓや用途によって、端末装置２０に対する上りリンク及び下り
リンク物理チャネルをマッピングするリソースをスケジュールする。例えば、図３では、
端末装置２０がｅＭＢＢの用途で上りリンク物理チャネルを送信する場合、基地局装置１
０は、サブキャリア間隔ｆ＿ｓｃｓ＝１５ｋＨｚの領域におけるリソース割り当てユニッ
トＡを、端末装置２０に割り当てる。端末装置２０がＵＲＬＬＣの用途で上りリンク物理
チャネルを送信する場合、基地局装置１０は、サブキャリア間隔ｆ＿ｓｃｓ＝３０ｋＨｚ
の領域におけるリソース割り当てユニットＢを端末装置２０に割り当てる。
【００６８】
　基地局装置１０は、システム帯域を構成する各サブキャリア間隔の帯域幅を設定するこ
とができる。基地局装置１０は、各サブキャリア間隔の帯域幅の設定情報を、報知チャネ
ル／ＲＲＣメッセージ／ＳＩＢを用いて、端末装置２０に通知する。各サブキャリア間隔
の帯域幅の設定情報を通知するための物理チャネル（サブキャリア間隔フォーマット指標
チャネル）を専用に定義してもよい。各サブキャリア間隔の帯域幅の設定情報は、上りリ
ンク及び下りリンク各々、独立して設定することができる。なお、１つのシステム帯域内
において、各サブキャリア間隔の帯域幅は、通信システムにおいて予め設定しておいても
よい。
【００６９】
　図１の通信システムの上りリンク／下りリンクにおいて、複数のサブキャリア間隔が用
いられる。基地局装置１０は、複数のサブキャリア間隔のうちの何れか用いて、端末装置
２０に下りリンク信号を送信する。端末装置２０は、複数のサブキャリア間隔のうちの何
れかを用いて、基地局装置１０に上りリンク信号を送信する。
【００７０】
　端末装置２０は、複数のサブキャリア間隔を用いた伝送をサポートすることを示すＵＥ
　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙを基地局装置１０に通知する。端末装置２０は、サポートするサ
ブキャリア間隔を示す情報を、ＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙに含めて、基地局装置１０に
通知することができる。基地局装置１０は、端末装置２０に対して、上りリンク及び下り
リンクにおける物理チャネルで用いるサブキャリア間隔を通知する。前記サブキャリア間
隔は、報知チャネル／ＲＲＣメッセージ／システムインフォメーション／ＤＣＩを用いて
、通知される。例えば、端末装置２０は、受信した同期信号（ＰＳＳ／ＳＳＳ）がマッピ
ングされているリソースエレメントのサブキャリア間隔をリファレンスサブキャリア間隔
と解釈する。基地局装置１０は、複数のサブキャリア間隔を用いた伝送をサポートする端
末装置２０に対して、ＲＲＣメッセージ／システムインフォメーションを用いて、端末装
置２０が上りリンク／下りリンクで使用可能（設定可能）な複数のサブキャリア間隔の候
補（サブキャリア間隔セット）を通知する（複数のサブキャリア間隔を用いた伝送をサポ
ートしない端末装置には、該サブキャリア間隔セットを送信しないようにしてもよい）。
例えば、下りリンクサブキャリア間隔セット＝｛ｓｃ１５、ｓｃ３０、ｓｃ６０、ｓｃ１
２０｝を端末装置が受信した場合、そのサブキャリア間隔セットは、下りリンクにおいて
、１５ｋＨｚ、３０ｋＨｚ、６０ｋＨｚ、１２０ｋＨｚの４つのサブキャリア間隔を使用
して下りリンク信号が送信される可能性があることを示す。サブキャリア間隔セットは、
使用可能なＯＦＤＭシンボル長（又はＳＣ－ＦＤＭＡシンボル長）の候補を示していると
もいえる。上りリンクグラントフリーマルチプルアクセスの場合、端末装置２０は、前記
サブキャリア間隔セットから選定した１つのサブキャリア間隔を用いて、上りリンク信号
を送信する。
【００７１】
　グラントベースマルチプルアクセスの場合、基地局装置１０は、各物理下りリンク共有
チャネルで用いるサブキャリア間隔を、前記サブキャリア間隔セットから選定する。基地
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局装置１０は、前記選定した１つのサブキャリア間隔を下りリンク制御情報で通知する。
端末装置２０は、前記サブキャリア間隔に関する情報を含む下りリンク制御情報に基づい
て、該物理下りリンク共有チャネルがマッピングされたリソースのサブキャリア間隔を特
定する。なお、基地局装置１０は、システムインフォメーションを用いて、前記サブキャ
リア間隔セットをセル固有に送信してもよい。この場合、複数のサブキャリア間隔を用い
た伝送をサポートする端末装置は、前記サブキャリア間隔セットをシステムインフォメー
ションから読む（複数のサブキャリア間隔を用いた伝送をサポートする端末装置は、前記
サブキャリア間隔セットを読まない）。
【００７２】
　本実施形態に係る通信システムは、上りリンク及び下りリンクで異なるサブキャリア間
隔を設定することを許容する。例えば、物理下りリンク共有チャネルに対するＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ送信に用いられるサブキャリア間隔は、前記物理下りリンク共有チャネルの送信に
用いられたサブキャリア間隔と異なる設定をすることができる。前記サブキャリア間隔セ
ットは、上りリンク及び下りリンク共通の設定情報とすることができる。前記サブキャリ
ア間隔セットは、上りリンク及び下りリンク各々、独立の設定情報としてもよい。下りリ
ンク制御情報に含まれる前記キャリア間隔に関する情報は、上りリンク及び下りリンク共
通に、キャリア間隔を示す制御情報とすることができる。下りリンク制御情報に含まれる
前記キャリア間隔に関する情報は、上りリンク及び下りリンク各々、独立に通知する制御
情報としてもよい（下りリンク制御情報において、上りリンクのキャリア間隔を示すフィ
ールドと下りリンクのキャリア間隔を示すフィールドを別々に設ける）。
【００７３】
　図４は、本実施形態に係るＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信タイミングの一例を示す図である。下
りリンクタイムスロットは、下りリンクにおいて、物理チャネルがマッピングされるタイ
ムスロット（リソース割り当てユニットの時間ドメイン）である。上りリンクタイムスロ
ットは、上りリンクにおいて物理チャネルがマッピングされるタイムスロットである。上
りリンクタイムスロット及び下りリンクタイムスロットの単位は、前記スロット／ミニス
ロットを基準に設定される。１つの下りリンク物理チャネル（例えば、１つのトランスポ
ートブロック）は、下りリンクのタイムスロット単位でマッピングされる。１つの上りリ
ンク物理チャネルは、上りリンクのタイムスロット単位でマッピングされる。図４は、下
りリンクのサブキャリア間隔が１５ｋＨｚ、上りリンクのサブキャリア間隔が６０ｋＨｚ
に設定される例である。すなわち、下りリンクのタイムスロット長は、上りリンクのタイ
ムスロット長より長い。ｎ＿ＤＬは、物理下りリンク共有チャネルがマッピングされる下
りリンクタイムスロットである。
【００７４】
　図４において、基地局装置１０は、下りリンクのデータ送信に用いたサブキャリア間隔
のタイムスロットを基準（単位）に、そのデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを受信する遅
延時間ｋを設定する。端末装置２０は、下りリンクのデータ送信に用いたサブキャリア間
隔のタイムスロットを基準に、そのデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する遅延時間
ｋをカウントする。ｎ＿ＵＬは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する上りリンクのタイムスロッ
トである。なお、下りリンクのデータ送信に用いたサブキャリア間隔のタイムスロットは
、下りリンクのデータ送信に用いたＯＦＤＭシンボル長と読み替えることもできる。
【００７５】
　物理下りリンク共有チャネルがタイムスロットｎ＿ＤＬで送信されたとする（網掛け部
）。この場合、前記物理下りリンク共有チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫは、ｎ＿ＤＬ

＋ｋのタイムスロットの範囲内で送信される。図４は、ｋ＝３の例である（右上がり斜線
部）。基地局装置１０は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する遅延時間ｋ（スロットタイミング
ｋ）を、ＲＲＣメッセージ／ＤＣＩを用いて、端末装置２０に通知する。基地局装置は、
前記遅延時間ｋを、各サブキャリア間隔において設定することができる。基地局装置は、
前記遅延時間ｋを、上りリンク及び下りリンク各々で、設定することができる。なお、図
４では、ｎ＿ＤＬ＋３の区間に含まれる先頭の上りリンクタイムスロットでＡＣＫ／ＮＡ
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ＣＫを送信する例であるが、ｎ＿ＤＬ＋３の区間内の最後尾やその他の上りリンクタイム
スロットを用いてもよい。例えば、ｎ＿ＤＬ＋３の区間のいずれの上りリンクタイムスロ
ットでＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するかは、ＵＥ　ＩＤ、送信アンテナポート番号、下りリ
ンクリソース割り当て位置等と関連付けられえる。これにより、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信
する上りリンクタイムスロットをランダム化できる。また、下りリンクと上りリンクで同
一の周波数を使用する時間分割多重においても同様に下りリンクのデータ送信に用いたサ
ブキャリア間隔のタイムスロットを基準に、そのデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信
する遅延時間ｋをカウントしてもよい。この場合、遅延時間ｋのタイムスロットが上りリ
ンクで使用できるとは限らないため、遅延時間ｋ以上で最も早いタイミングで使用できる
上りリンクのタイムスロットでＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信してもよい。
【００７６】
　図５は、本実施形態に係るＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信タイミングの別例を示す図である。図
５は、下りリンクのサブキャリア間隔が６０ｋＨｚ、上りリンクのサブキャリア間隔が１
５ｋＨｚに設定される例である。すなわち、下りリンクのタイムスロット長は、上りリン
クのタイムスロット長より短い。図５では、物理下りリンク共有チャネル（網掛け部）に
対するＡＣＫ／ＮＡＣＫの送信タイミングは、下りリンクタイムスロットｎ＿ＤＬ＋ｋの
区間と設定される。図５は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを受信する遅延時間ｋ＝３と設定された例
とする。下りリンクタイムスロットｎ＿ＤＬ＋３の区間は、物理下りリンク共有チャネル
が送信されたタイムスロットｎ＿ＤＬと同一の上りリンクタイムスロットの区間内である
ため（上りリンクタイムスロットｎ＿ＵＬの区間内）、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを下りリンクタ
イムスロットｎ＿ＤＬ＋３の区間内に送信できない。この場合、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫは
、上りリンクタイムスロットｎ＿ＵＬの次の上りリンクタイムスロットｎ＿ＵＬ＋１で送
信される（右上がり斜線部）。よって、タイムスロットｎ＿ＤＬ＋ｋの区間内に対応する
上りリンクタイムスロットｎ＿ＵＬでＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信できない場合、前記ＡＣＫ
／ＮＡＣＫは、上りリンクタイムスロットｎ＿ＵＬ以降の所定のタイミングで送信される
。なお、図５の例では、ｋ＜４の場合において、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、同様に、上り
リンクタイムスロットｎ＿ＵＬ＋１で送信される。
【００７７】
　一方、物理下りリンク共有チャネルが送信されたタイムスロットｎ＿ＤＬがＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫを送信する上りリンクタイムスロットｎ＿ＵＬの区間に含まれない場合（図５では
、ｋ＞３の場合）、すなわち、下りリンクタイムスロットｎ＿ＤＬ＋ｋの区間が物理下り
リンク共有チャネルが送信されたタイムスロットｎ＿ＤＬと異なる上りリンクタイムスロ
ット区間内である場合、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、上りリンクタイムスロットｎ＿ＵＬで
送信される。なお、図４及び図５は、下りリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信の
遅延時間をカウントする例であるが、上りリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信の
遅延時間でも、同様に適用することができる。
【００７８】
　図６は、本実施形態に係るＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信タイミングの別例を示す図である。図
６（Ａ）は、下りリンクのサブキャリア間隔が１５ｋＨｚ、上りリンクのサブキャリア間
隔が６０ｋＨｚに設定される例である。図６（Ｂ）は、下りリンクのサブキャリア間隔が
６０ｋＨｚ、上りリンクのサブキャリア間隔が１５ｋＨｚに設定される例である。ｎ＿Ｄ

Ｌは、物理下りリンク共有チャネルが送信される下りリンクタイムスロットである（網掛
け部）。ｎ＿ＵＬは、前記物理下りリンク共有チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫが送信
される上りリンクタイムスロットである（右上がり斜線部）。
【００７９】
　図６において、基地局装置１０は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫの送信に用いるサブキャリア間隔
のタイムスロットを基準（単位）に、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫを受信する遅延時間ｋを設定
する。端末装置２０は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信に用いるサブキャリア間隔のタイムスロッ
トを基準に、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する遅延時間ｋをカウントする。なお、ＡＣＫ
／ＮＡＣＫの送信に用いるサブキャリア間隔のタイムスロットは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫの送
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信に用いたＯＦＤＭシンボル長と読み替えることもできる。
【００８０】
　前記物理下りリンク共有チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するタイムスロット
ｎ＿ＵＬは、ｎ＿ＤＬのエンドポイントを含む上りリンクタイムスロット（ｎ＿ＵＬ－ｋ
）からｋ番目の上りリンクタイムスロットである（ｎ＿ＵＬ－ｋ番目の上りリンクタイム
スロット区間が下りリンクスロットｎ＿ＤＬと重複する）。図６は、ｋ＝３の場合の例で
ある。なお、図６は、下りリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信の遅延時間をカウ
ントする例であるが、上りリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信の遅延時間でも、
同様に適用することができる。
【００８１】
　図７は、本実施形態に係るＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信タイミングの別例を示す図である。図
７（Ａ）は、下りリンクのサブキャリア間隔が１５ｋＨｚ、上りリンクのサブキャリア間
隔が６０ｋＨｚに設定される例である。図７（Ｂ）は、下りリンクのサブキャリア間隔が
６０ｋＨｚ、上りリンクのサブキャリア間隔が１５ｋＨｚに設定される例である。ｎ＿Ｄ

Ｌは、物理下りリンク共有チャネルが送信される下りリンクタイムスロットである（網掛
け部）。ｎ＿ＵＬは、前記物理下りリンク共有チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫが送信
される上りリンクタイムスロットである（右上がり斜線部）。
【００８２】
　図７において、基地局装置１０は、上りリンク及び下りリンクのうちサブキャリア間隔
の大きい方（ＯＦＤＭシンボル長の小さい方）のタイムスロットを基準（単位）に、前記
ＡＣＫ／ＮＡＣＫを受信する遅延時間ｋを設定する。端末装置２０は、上りリンク及び下
りリンクのうちサブキャリア間隔の大きい方のタイムスロットを基準に、前記ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫを送信する遅延時間ｋをカウントする。図７は、ｋ＝３の例である。
【００８３】
　図７（Ａ）では、上りリンクのサブキャリア間隔が下りリンクよりも大きい。この場合
、上りリンクのタイムスロットを基準に、遅延時間ｋが設定される。前記物理下りリンク
共有チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するタイムスロットｎ＿ＵＬは、タイムス
ロットｎ＿ＤＬと重複する上りリンクのタイムスロットｎ＿ＵＬ－ｋ（図７（Ｂ）ではｋ
＝３）を基準に、ｋ番目の上りリンクタイムスロットである。すなわち、前記物理下りリ
ンク共有チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するタイムスロットｎ＿ＵＬは、ｎ＿

ＤＬのエンドポイントを基準にｋ番目の上りリンクタイムスロットである。
【００８４】
　図７（Ｂ）では、下りリンクのサブキャリア間隔が上りリンクよりも大きい。この場合
、下りリンクのタイムスロットを基準に、遅延時間ｋが設定される。図７（Ｂ）において
、図５と同様に、下りリンクタイムスロットｎ＿ＤＬ＋ｋの区間（ｋ＝３）は、物理下り
リンク共有チャネルが送信されたタイムスロットｎ＿ＤＬと同一の上りリンクタイムスロ
ット区間内であるため（上りリンクタイムスロットｎ＿ＵＬ）、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫは
、上りリンクタイムスロットｎ＿ＵＬの次の上りリンクタイムスロットｎ＿ＵＬ＋１で送
信される（右上がり斜線部）。なお、物理下りリンク共有チャネルが送信されたタイムス
ロットｎ＿ＤＬがＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する上りリンクタイムスロットｎ＿ＵＬの区間
に含まれない場合（図７では、ｋ＞３の場合）、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、上りリンクタ
イムスロットｎ＿ＵＬで送信される。なお、図７は、下りリンクデータに対するＡＣＫ／
ＮＡＣＫ送信の遅延時間をカウントする例であるが、上りリンクデータに対するＡＣＫ／
ＮＡＣＫ送信の遅延時間でも、同様に適用することができる。
【００８５】
　図８は、本実施形態に係るＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信タイミングの別例を示す図である。図
８（Ａ）は、下りリンクのサブキャリア間隔が１５ｋＨｚ、上りリンクのサブキャリア間
隔が６０ｋＨｚに設定される例である。図８（Ｂ）は、下りリンクのサブキャリア間隔が
６０ｋＨｚ、上りリンクのサブキャリア間隔が１５ｋＨｚに設定される例である。ｎ＿Ｄ

Ｌは、物理下りリンク共有チャネルが送信される下りリンクタイムスロットである（網掛
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け部）。ｎ＿ＵＬは、前記物理下りリンク共有チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫが送信
される上りリンクタイムスロットである（右上がり斜線部）。
【００８６】
　図８において、基地局装置１０は、上りリンク及び下りリンクのうちサブキャリア間隔
の小さい方（ＯＦＤＭシンボル長の大きい方）のタイムスロットを基準（単位）に、前記
ＡＣＫ／ＮＡＣＫを受信する遅延時間ｋを設定する。端末装置２０は、上りリンク及び下
りリンクのうちサブキャリア間隔の小さい方のタイムスロットを基準に、前記ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫを送信する遅延時間ｋをカウントする。図７は、ｋ＝３の例である。
【００８７】
　図８（Ａ）では、下りリンクのサブキャリア間隔が上りリンクよりも小さい。この場合
、下りリンクのタイムスロットを基準に、遅延時間ｋが設定される。前記物理下りリンク
共有チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫは、ｎ＿ＤＬ＋ｋのタイムスロットの範囲内で送
信される。図８では、ｎ＿ＤＬ＋３の区間に含まれる先頭の上りリンクタイムスロットｎ

＿ＵＬでＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する例であるが、図４と同様に、ｎ＿ＤＬ＋３の区間内
の最後尾やその他の上りリンクタイムスロットを用いてもよい。
【００８８】
　図８（Ｂ）では、上りリンクのサブキャリア間隔が下りリンクよりも小さい。この場合
、上りリンクのタイムスロットを基準に、遅延時間ｋが設定される。前記物理下りリンク
共有チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するタイムスロットｎ＿ＵＬは、タイムス
ロットｎ＿ＤＬと重複する上りリンクのタイムスロットｎ＿ＵＬ－ｋ（図８（Ｂ）ではｋ
＝３）を基準に、ｋ番目の上りリンクタイムスロットである。なお、図８は、下りリンク
データに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信の遅延時間をカウントする例であるが、上りリンク
データに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信の遅延時間でも、同様に適用することができる。
【００８９】
　基地局装置１０は、ＲＲＣメッセージ／システムインフォメーション／下りリンク制御
情報を用いて、上りリンク及び下りリンクの伝送に用いるサブキャリア間隔を通知する。
端末装置２０は、前記サブキャリア間隔に基づいて、該上りリンク及び下りリンクの物理
チャネルがマッピングされたリソースのサブキャリア間隔を特定する。あるいは端末装置
２０は、同期信号（Primary Synchronization Signal、Secondary Synchronization Sign
al、Tertiary Synchronization Signalの一部の組み合わせ、もしくは全て）のサブキャ
リア間隔に基づいて、該上りリンク及び下りリンクの物理チャネルがマッピングされたリ
ソースのサブキャリア間隔を特定してもよい。端末装置２０は、前記サブキャリア間隔か
ら上りリンクタイムスロット及び下りリンクのタイムスロットの単位を特定することがで
きる。図４から図８において、端末装置２０は、前記サブキャリア間隔を特定した結果に
基づいて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信する遅延時間ｋのカウントに用いるタイムスロットの基
準を解釈する。基地局装置１０は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信する遅延時間ｋのカウントに用
いるタイムスロットの基準を、ＲＲＣメッセージ／システムインフォメーション／下りリ
ンク制御情報を用いて通知するサブキャリア間隔によって、暗黙的に示唆する。
【００９０】
　基地局装置１０は、ＲＲＣメッセージ／システムインフォメーション／下りリンク制御
情報を用いて、上りリンク及び下りリンクの伝送に用いるＯＦＤＭシンボル長（ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡシンボル長）を通知することもできる。端末装置２０は、前記サＯＦＤＭシンボル
長から上りリンクタイムスロット及び下りリンクのタイムスロットの単位を特定してもよ
い。基地局装置１０は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信する遅延時間ｋのカウントに用いるタイム
スロットの基準を、ＲＲＣメッセージ／システムインフォメーション／下りリンク制御情
報を用いて通知するＯＦＤＭシンボル長によって、暗黙的に示唆することもできる。なお
、基地局装置１０は、ＲＲＣメッセージ／システムインフォメーション／下りリンク制御
情報を用いて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信する遅延時間ｋのカウントに用いるタイムスロット
の基準を、明示的に通知することもできる。
【００９１】
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　図９は、本実施形態に係る端末装置２０の構成を示す概略ブロック図である。端末装置
２０は、受信アンテナ２０２、受信部（受信ステップ）２０４、上位層処理部（上位層処
理ステップ）２０６、制御部（制御ステップ）２０８、送信部（送信ステップ）２１０、
送信アンテナ２１２を含んで構成される。受信部２０４は、無線受信部（無線受信ステッ
プ）２０４０、デマッピング部（多重分離ステップ）２０４２、復調部（復調ステップ）
２０４４、及び復号部（復号ステップ）２０４６を含んで構成される。送信部２１０は、
符号化部（符号化ステップ）２１００、変調部（変調ステップ）２１０２、ＤＦＴ部（Ｄ
ＦＴステップ）２１０４、拡散部（拡散ステップ）２１０６、マッピング部（マッピング
ステップ）２１０８、無線送信部（無線送信ステップ）２１１０、上りリンク参照信号生
成部（上りリンク参照信号生成ステップ）２１１２を含んで構成される。
【００９２】
　受信部２０４は、受信アンテナ２０２を介して基地局装置１０が送信した下りリンク信
号（下りリンク物理チャネル、下りリンク物理信号）を受信し、各下りリンク信号を分離
、復調、復号する。受信部２０４は、下りリンク信号から分離した物理下りリンク制御チ
ャネルを、復調、復号後に制御部２０８に出力する。受信部２０４は、下りリンク物理チ
ャネルの復号結果を上位層処理部２０６に出力する。
【００９３】
　無線受信部２０４０は、受信アンテナ２０２を介して受信した下りリンク信号を、ダウ
ンコンバートによりベースバンド信号に変換し、不要な周波数成分を除去し、信号レベル
が適切に維持されるように増幅レベルを制御し、受信した信号の同相成分および直交成分
に基づいて、直交復調（直交検波）し、直交復調されたアナログ信号をディジタル信号に
変換する。無線受信部２０４０は、変換したディジタル信号からＣＰ（Cyclic Prefix）
に相当する部分を除去し、ＣＰを除去した下りリンク信号に対して高速フーリエ変換を行
い（ＯＦＤＭ変調に対する復調処理）、周波数領域の信号を抽出する。
【００９４】
　デマッピング部２０４２は、前記抽出した周波数領域の下りリンク信号に含まれる下り
リンク物理チャネル（物理下りリンク制御チャネル、物理下りリンク共有チャネル、物理
報知チャネル、サブキャリア間隔フォーマット指標チャネル等）及び下りリンク参照信号
、同期信号等を、分離抽出する。デマッピング部２０４２は、下りリンク参照信号を用い
たチャネル測定機能（チャネル測定部）を含む。デマッピング部２０４２は、前記チャネ
ル測定結果を用いた下りリンク信号のチャネル補償機能（チャネル補償部）を含む。デマ
ッピング部は、下りリンク物理チャネルを復調部２０４４に出力する。
【００９５】
　復調部２０４４は、各下りリンク物理チャネルの変調シンボルそれぞれに対して、ＢＰ
ＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ、２５６ＱＡＭ等の予め定められた、または下
りリンクグラントで予め通知した変調方式を用いて復調処理を行なう。
【００９６】
　復号部２０４６は、復調された各下りリンク物理チャネルの符号化ビットを、予め定め
られた符号化方式の、予め定められた、又は下りリンクグラントで予め通知した符号化率
で復号処理を行う。下りリンク物理チャネルの復号結果は、上位層処理部２０６及び制御
部２０８へ出力される。
【００９７】
　制御部２０８は、物理報知チャネル／物理下りリンク共有チャネル等に含まれる報知情
報／システムインフォメーション／ＲＲＣメッセージ等を受信部２０４／上位層処理部２
０６から取得する。報知情報／システムインフォメーション／ＲＲＣメッセージ等は、上
りリンク及び下りリンクのサブキャリア間隔セット／各サブキャリア間隔の帯域幅情報／
リソース割り当てユニットの時間ドメインの単位（スロット、ミニスロット、サブフレー
ム）の設定情報／遅延時間ｋ／ＯＦＤＭシンボル長等の下りリンク送信に関する設定情報
及び上りリンク送信に関する設定情報を含むことができる。下りリンク送信に関する設定
情報は、基地局装置が端末装置へ送信する下りリンク信号の設定に関する情報である。上
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りリンク送信に関する設定情報は、端末装置が基地局装置へ送信する上りリンク信号の設
定に関する情報である。サブキャリア間隔セット／各サブキャリア間隔の帯域幅情報／リ
ソース割り当てユニットの時間ドメインの単位の設定情報／遅延時間ｋ／ＯＦＤＭシンボ
ル長等は、上りリンク及び下りリンクで独立した設定情報とすることができる。
【００９８】
　制御部２０８は、物理下りリンク制御チャネルに含まれる下りリンク制御情報を受信部
２０４から取得する。下りリンク制御情報は、下りリンク送信に関する制御情報と上りリ
ンク送信に関する制御情報を含む。下りリンク送信に関する制御情報は、基地局装置が端
末装置へ送信する下りリンク信号の設定に関する情報である。上りリンク送信に関する制
御情報は、端末装置が基地局装置へ送信する上りリンク信号の設定に関する情報である。
下りリンク送信に関する制御情報は、物理下りリンク共有チャネルがマッピングされるリ
ソースのサブキャリア間隔に関する情報／物理下りリンク共有チャネルがマッピングされ
るリソース割り当て／物理下りリンク共有チャネルのＭＣＳ等を含む。
【００９９】
　上りリンク送信に関する制御情報は、上りリンク物理チャネルをマッピングするリソー
スのサブキャリア間隔に関する情報／上りリンク物理チャネルをマッピングするリソース
の割り当て／上りリンク物理チャネルのＭＣＳ／ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信のための遅延時
間ｋ等を含むことができる。制御部２０８は、下りリンク制御情報に含まれる下りリンク
データ送信に関する制御情報／下りリンク受信に関する設定情報を用いて、受信部２０４
に含まれる各ブロックの制御を行う。制御部２０８は、下りリンク制御情報に含まれる上
りリンク送信に関する制御情報／上りリンク送信に関する設定情報を用いて、送信部２１
０に含まれる各ブロックの制御を行う。
【０１００】
　例えば、制御部２０８は、ＲＲＣメッセージによって取得したサブキャリア間隔セット
及び下りリンク制御情報によって取得したサブキャリア間隔に関する情報により、下りリ
ンクのサブキャリア間隔及び上りリンクのサブキャリア間隔を取得する。次に、制御部２
０８は、図４から図８の基準により、前記下りリンク及び上りリンクのサブキャリア間隔
を比較する。制御部２０８は、比較結果から、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを含む物理上りリンク制
御チャネルを送信するタイムスロット基準を解釈し、マッピング部に入力する。
【０１０１】
　制御部２０８は、下りリンク及び上りリンクのＯＦＤＭシンボル長を用いて、ＡＣＫ／
ＮＡＣＫを含む物理上りリンク制御チャネルを送信するタイムスロット基準を解釈し、マ
ッピング部に入力してもよい。この場合、制御部２０８は、ＲＲＣメッセージ／下りリン
ク制御情報によって取得したＯＦＤＭシンボル長を用いて、図４から図８の基準により、
下りリンク及び上りリンクのＯＦＤＭシンボル長を比較する。
【０１０２】
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫを含む物理上りリンク制御チャネルを送信するタイムスロット基
準は、基地局装置１０から指示された図４から図８のいずれかの基準を用いてもよい。ま
た、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫを含む物理上りリンク制御チャネルを送信するタイムスロット
基準は、通信システムにおいて、予め定めておいてもよい。なお、送信部２１０が物理上
りリンク制御チャネルを送信する場合、制御部２０８は、上りリンク制御情報（ＵＣＩ：
Uplink Control information）を生成し、送信部２１０に出力する。なお、制御部２０８
の機能の一部は、上位層処理部２０６に含めることができる。
【０１０３】
　上位層処理部２０６は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）層、パケットデータ統合プロトコ
ル（ＰＤＣＰ）層、無線リンク制御（ＲＬＣ）層、無線リソース制御（ＲＲＣ）層の処理
を行う。上位層処理部２０６は、自端末装置がサポートしている端末装置の機能に関する
情報（UE capability）を送信部２１０に出力する。例えば、上位層処理部２０６は、前
記端末装置の機能に関する情報（ＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ）をＲＲＣ層でシグナリン
グする。
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【０１０４】
　前記端末装置の機能に関する情報は、その端末装置が所定の機能をサポートするかどう
かを示す情報、またはその端末装置が所定の機能に対する導入およびテストの完了を示す
情報を含む。所定の機能をサポートするかどうかは、所定の機能に対する導入およびテス
トを完了しているかどうかを含む。端末装置が所定の機能をサポートする場合、その端末
装置はその所定の機能をサポートするかどうかを示す情報（パラメータ）を送信する。端
末装置が所定の機能をサポートしない場合、その端末装置はその所定の機能をサポートす
るかどうかを示す情報（パラメータ）を送信しないようにしてよい。すなわち、その所定
の機能をサポートするかどうかは、その所定の機能をサポートするかどうかを示す情報（
パラメータ）を送信するかどうかによって通知される。なお、所定の機能をサポートする
かどうかを示す情報（パラメータ）は、１または０の１ビットを用いて通知してもよい。
【０１０５】
　例えば、前記端末装置の機能に関する情報は、サポートしているサブキャリア間隔を示
す情報（サブキャリア間隔セットを含む）／サポートしている周波数バンドに関する情報
を含む。サポートしているサブキャリア間隔を示す情報は、サポートしている周波数バン
ドに関する情報と関連付けることができる。例えば、基地局装置１０は、端末装置２０が
送信した周波数バンドに関する情報により、サポートしているサブキャリア間隔を特定す
ることができる。
【０１０６】
　上位層処理部２０６は、自端末装置の各種設定情報の管理をする。上位層処理部２０６
は、前記各種設定情報を制御部２０８／送信部２１０に入力される。上位層処理部２０６
は、下りリンク物理チャネルから取得した上りリンク送信に関する設定情報／下りリンク
送信に関する設定情報を制御部２０８に入力する。上位層処理部２０６は、上りリンク送
信に関する設定情報／下りリンク送信に関する設定情報を用いて、受信部２０４／送信部
２１０の各ブロックを制御するための設定パラメータを算出し、制御部２０８に入力する
。上位層処理部２０６は、基地局装置１０に通知する設定情報（UE Capability、ＢＳＲ
；Buffer Status Report、パワーヘッドルームレポートなど）を生成し、送信部２１０に
入力する。
【０１０７】
　上位層処理部２０６は、ユーザの操作等によって生成された上りリンクデータ（例えば
、ＤＬ－ＳＣＨ）を、送信部２１０に出力する。上位層処理部２０６は、ユーザの操作を
介さず（例えば、センサにより取得されたデータ）に生成された上りリンクデータを、送
信部２１０に出力することもできる。前記上りリンクデータには、ＵＥ　ＩＤを格納する
フィールドを有しても良い。上位層処理部２０６は、前記上りリンクデータにＣＲＣを付
加する。前記ＣＲＣのパリティビットは、前記上りリンクデータを用いて生成される。前
記ＣＲＣのパリティビットは、自端末装置に割当てられたＵＥ　ＩＤでスクランブル（排
他的論理和演算、マスク、暗号化とも呼ぶ）される。
【０１０８】
　送信部２１０は、グラントベースマルチプルアクセスにおいて上りリンクデータが発生
した場合、基地局装置１０にスケジューリングリクエスト（ＳＲ；Scheduling Request）
やＢＳＲなどの上りリンクリソースの割り当てを要求するための情報を生成する。送信部
２１０は、下りリンク制御情報に含まれる上りリンクの送信に関する制御情報／上りリン
クの送信に関する設定情報に基づいて、物理上りリンク共有チャネル、物理リンク制御チ
ャネルを送信する。送信部２１０は、グラントフリーマルチプルアクセスにおいて上りリ
ンクデータが発生した場合、上りリンクグラントの受信なしで、物理上りリンク共有チャ
ネルを送信する。送信部２１０は、制御部２０８から入力されるサブキャリア間隔に関す
る情報に従って、前記物理上りリンク共有チャネルを送信する。
【０１０９】
　符号化部２１００は、予め定められた／制御部２０８が設定した符号化方式を用いて、
上位層処理部２０６から入力された上りリンクデータ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ等を含む上りリ
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ンク制御情報を符号化する（リピティションを含む）。符号化方式は、畳み込み符号化、
ターボ符号化、ＬＤＰＣ（Low Density Parity Check）符号化、Ｐｏｌａｒ符号化、等を
適用することができる。前記符号化は、符号化率１／３に加え、低い符号化率１／６や１
／１２などのマザーコードを用いてもよい。変調部２１０２は、符号化部２１００から入
力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ、２５６ＱＡＭ等
（π／２シフトＢＰＳＫ、π／２シフトＱＰＳＫも含んでもよい）の下りリンク制御情報
で通知された変調方式または、チャネル毎に予め定められた変調方式で変調する。
【０１１０】
　拡散部２１０６は、制御部２０８から拡散符号系列の設定が入力された場合、その設定
に従って、変調部２１０２から出力される系列に対して拡散符号系列を乗算する。例えば
、拡散部２１０６は、グラントフリーマルチプルアクセスにおける署名リソースに拡散符
号が設定された場合、その設定に基づいて、拡散処理が行われる。署名リソースとしてイ
ンターリーブが設定された場合、拡散部２１０６は、インターリーブ部に置換えることが
できる。インターリーブ部は、ＤＦＴ部から出力される系列に対して、制御部２０８から
入力されるインターリーブパターンの設定に従ってインターリーブ処理を行う。その他の
署名リソースが適用された場合でも、同様に置換えることができる。なお、拡散処理は、
ＤＦＴ処理後の系列に対して行ってもよい。
【０１１１】
　ＤＦＴ部２１０４は、拡散処理部２１０６から出力される拡散後の変調シンボルを並列
に並び替えてから離散フーリエ変換（Discrete Fourier Transform: DFT）処理をする。
ここで，前記変調シンボルにゼロのシンボル列を付加して、ＤＦＴを行うことでＩＦＦＴ
後の時間信号にＣＰの代わりにゼロ区間を使う信号波形としても良い。また、変調シンボ
ルにＧｏｌｄ系列やＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕ系列などの特定の系列を付加して、ＤＦＴを行
うことでＩＦＦＴ後の時間信号にＣＰの代わりに特定パターンを使う信号波形としても良
い。ただし，信号波形をＯＦＤＭとする場合は、ＤＦＴを適用しない。
【０１１２】
　上りリンク参照信号生成部２１１２は、制御部２０８から入力される復調用参照信号の
設定情報に従って、復調用参照信号を生成する。復調用参照信号の設定情報は、基地局装
置１０を識別するための物理セル識別子（ＰＣＩ：physical cell identity、Cell IDな
どと称される）、上りリンク参照信号をマッピングするサブキャリア数（帯域幅）、ＯＦ
ＤＭシンボル数、サイクリックシフト、ＯＣＣ系列等が含まれる。復調用参照信号の設定
情報は、上りリンク送信に関する制御情報／上りリンク送信に関する設定情報から取得さ
れる。
【０１１３】
　マッピング部２１０８は、上りリンク送信に関する制御情報に含まれるリソース割り当
て／サブキャリア間隔に関する情報／遅延時間ｋに従って、上りリンク物理チャネル（Ｄ
ＦＴ部２１０４の出力信号）、上りリンク参照信号をリソースエレメントにマッピング（
時間／周波数／空間多重）する。例えば、マッピング部２１０８は、前記サブキャリア間
隔に関する情報から解釈されたタイムスロット基準に基づいて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを含む
物理上りリンク制御チャネルを上りリンクタイムスロットｎ＿ＵＬに対するマッピングす
る。
【０１１４】
　無線送信部２１１０は、多重された信号を逆高速フーリエ変換（Inverse Fast Fourier
 Transform: IFFT）して、ＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭ方式の変調を行い、ＳＣ－ＦＤＭＡシン
ボルを生成する。無線送信部２１１０は、サブキャリア間隔の設定に従って、逆高速フー
リエ変換を行う。例えば、サブキャリア間隔ｆ＿ｓｃｓ＝１５ｋＨｚにおいて、ＩＦＦＴ
ポイント数２０４８を用いる場合、無線送信部２１１０は、サブキャリア間隔ｆ＿ｓｃｓ
＝６０ｋＨｚにおいて、ＩＦＦＴポイント数が５１２を用いる。なお、逆高速フーリエ変
換によって、複数のサブキャリア間隔のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルが生成されればよく、生
成方法に拘泥されない。
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【０１１５】
　無線送信部２１１０は、前記ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにＣＰを付加し、ベースバンドの
ディジタル信号を生成する。さらに、無線送信部２１１０は、前記ベースバンドのディジ
タル信号をアナログ信号に変換し、余分な周波数成分を除去し、アップコンバートにより
搬送周波数に変換し、電力増幅し、送信アンテナ２１２を介して基地局装置１０にＤＦＴ
－Ｓ－ＯＦＤＭ信号を送信する。無線送信部２１１０は、上りリンク送信に関する制御情
報に含まれる端末装置送信電力の設定に従って、前記電力増幅を行う。
【０１１６】
　図１０は、本実施形態における基地局装置１０の構成を示す概略ブロック図である。基
地局装置１０は、上位層処理部（上位層処理ステップ）１０２、送信部（送信ステップ）
１０４、送信アンテナ１０６、制御部（制御ステップ）１０８、受信アンテナ１１０、受
信部（受信ステップ）１１２を含んで構成される。送信部１０４は、符号化部（符号化ス
テップ）１０４０、変調部（変調ステップ）１０４２、マッピング部（マッピングステッ
プ）１０４４、下りリンク制御チャネル生成部（下りリンクチャネル信号生成ステップ）
１０４６、下りリンク参照信号生成部（下りリンク参照信号生成ステップ）１０４８及び
無線送信部（無線送信ステップ）１０５０を含んで構成される。受信部１１２は、無線受
信部（無線受信ステップ）１１２０、伝搬路推定部（伝搬路推定ステップ）１１２２、デ
マッピング部（デマッピングステップ）１１２４、等化部１１２６（等化ステップ）、Ｉ
ＤＦＴ部１１２８（ＩＤＦＴステップ）、逆拡散部１１３０（逆拡散ステップ）、復調部
１１３２（復調ステップ）及び復号部１１３４（復号ステップ）を含んで構成される。
【０１１７】
　上位層処理部１０２は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：Medium Access Control）層、パ
ケットデータ統合プロトコル（ＰＤＣＰ：Packet Data Convergence Protocol）層、無線
リンク制御（ＲＬＣ：Radio Link Control）層、無線リソース制御（ＲＲＣ：Radio Reso
urce Control）層などの物理層より上位層の処理を行なう。上位層処理部１０２は、送信
部１０４および受信部１１２の制御を行なうために必要な情報を生成し、制御部１０８に
出力する。上位層処理部１０２は、下りリンクデータ（例えば、ＤＬ－ＳＣＨ）、報知情
報（例えば、ＢＣＨ）、システムインフォメーション、ＲＲＣメッセージなどを送信部１
０４に出力する。
【０１１８】
　上位層処理部１０２は、端末装置の機能（UE capability）等の端末装置に関する情報
を、端末装置２０から（受信部１１２を介して）受信する。端末装置の機能は、サポート
するサブキャリア間隔を示す情報、などが含まれる。上位層処理部１０２は、ＢＳＲ、パ
ワーヘッドルームレポートなどの上位層の信号を端末装置２０から受信する。
【０１１９】
　上位層処理部１０２は、ブロードキャストするシステムインフォメーション（ＭＩＢ、
ＳＩＢ）を生成、又は上位ノードから取得する。上位層処理部１０２は、前記ブロードキ
ャストするシステムインフォメーションを送信部１０４に出力する。なお、ＳＩＢの一部
は、端末装置固有に送信することができる。
【０１２０】
　上位層処理部１０２は、物理下りリンク共有チャネルにマッピングされる下りリンクデ
ータ（トランスポートブロック）、システムインフォメーション（ＳＩＢ）、ＲＲＣメッ
セージ、ＭＡＣ　ＣＥなどを生成、又は上位ノードから取得し、送信部１０４に出力する
。上位層処理部１０２は、これらの上位層の信号に上りリンク送信に関する設定情報／下
りリンク送信に関する設定情報の一部又は全部を含めることができる。上位層処理部１０
２は、これらの設定情報を制御部１０８／送信部１０４に出力する。上りリンク送信に関
する設定情報／下りリンク送信に関する設定情報は、上りリンク及び下りリンクのサブキ
ャリア間隔に関する情報／各サブキャリア間隔の割り当て帯域幅情報を含めることができ
る。
【０１２１】
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　上位層処理部１０２は、端末装置２０が使用可能なサブキャリア間隔セットを決定する
。上位層処理部１０２は、物理チャネル（物理下りリンク共有チャネル、物理上りリンク
共有チャネルなど）の符号化率、変調方式（あるいはＭＣＳ）、サブキャリア間隔、ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫの上りリンクタイムスロット（遅延時間ｋ）および送信電力などを決定する
。上位層処理部１０２は、前記符号化率、変調方式、サブキャリア間隔、ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋの上りリンクタイムスロットや送信電力を、送信部１０４／制御部１０８／受信部１１
２に出力する。上位層処理部１０２は、物理チャネルの用途（ｅＭＢＢ，ｍＭＴＣ、ｕＲ
ＬＬＣ）／伝搬路の周波数変動／時間変動／使用周波数帯によって上りリンク及び下りリ
ンクの送信のために用いるサブキャリア間隔及びリソース割り当てユニットの時間ドメイ
ンにおける単位（サブフレーム／スロット／ミニスロット）を設定する。上位層処理部１
０２は、リソース割り当てユニットの時間ドメインにおける単位を、上りリンク及び下り
リンクで同一に設定することができる。
【０１２２】
　制御部１０８は、上位層処理部１０２から入力された各種設定情報に基づいて、送信部
１０４および受信部１１２の制御を行なう。制御部１０８は、ＢＳＲ，パワーヘッドルー
ムレポート等に基づいて、上りリンクデータのスケジューリングを行う。制御部１０８は
、端末装置２０に送信される上りリンクグラントの内容（各端末装置のための上りリンク
データのリソース割り当て、サブキャリア間隔、ＡＣＫ／ＮＡＣＫの上りリンクタイムス
ロット、ＭＣＳなど）を生成する。制御部１０８は、前記上りリンクグラントの内容に基
づいて、受信部１１２の制御を行う。制御部１０８は、上位層処理部１０２から入力され
た下りリンク送信に関する設定情報及び上りリンク送信に関する設定情報に基づいて、下
りリンク制御情報を生成し、送信部１０４に出力する。下りリンク制御情報には、上りリ
ンク及び下りリンクのサブキャリア間隔に関する制御情報を含めることができる。なお、
制御部１０８の機能は、上位層処理部１０２に含めることができる。
【０１２３】
　送信部１０４は、端末装置２０のために、上位層処理部１０２から入力された報知情報
、下りリンク制御情報、下りリンク共有チャネル等を符号化および変調し、物理報知チャ
ネル、物理下りリンク制御チャネル、物理下りリンク共有チャネルを生成する。符号化部
１０４０は、予め定められた／上位層処理部１０２が決定した符号化方式を用いて、報知
情報、下りリンク共有チャネルを符号化する（リピティションを含む）。符号化方式は、
畳み込み符号化、ターボ符号化、ＬＤＰＣ（Low Density Parity Check）符号化、Ｐｏｌ
ａｒ符号化、等を適用することができる。変調部１０４２は、符号化部１０４０から入力
された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ、２５６ＱＡＭ等の
予め定められた／上位層処理部１０２が決定した変調方式で変調する。
【０１２４】
　下りリンク制御チャネル生成部１０４６は、制御部１０８から入力される下りリンク制
御情報にＣＲＣを付加する。さらに、下りリンク制御チャネル生成部１０４６は、前記下
りリンク制御情報に対して符号化、変調を施し、物理下りリンク制御チャネルを生成する
。下りリンク参照信号生成部１０４８は、下りリンク参照信号を生成する。
【０１２５】
　マッピング部１０４４は、変調された各下りリンク物理チャネルの変調シンボル、物理
下りリンク制御チャネルと下りリンク参照信号をリソースエレメントにマッピングする。
マッピング部１０４４は、物理下りリンク共有チャネル、物理下りリンク制御チャネルを
、各端末装置に割当てられた物理リソースにマッピングする。マッピング部１０４４は、
下りリンクのサブキャリア間隔の設定に基づいて、物理下りリンク共有チャネル、物理下
りリンク制御チャネル等を物理リソースにマッピングする。
【０１２６】
　無線送信部１０５０は、多重された各下りリンク物理チャネルの変調シンボルを逆高速
フーリエ変換（Inverse Fast Fourier Transform: IFFT）してＯＦＤＭシンボルを生成す
る。無線送信部１０５０は、各下りリンク物理チャネルの送信に用いるサブキャリア間隔
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に基づいて、逆高速フーリエ変換を行う。無線送信部１０５０は、前記ＯＦＤＭシンボル
にサイクリックプレフィックス（cyclic prefix: CP）を付加してベースバンドのディジ
タル信号を生成する。さらに、無線送信部１０５０は、前記ディジタル信号をアナログ信
号に変換し、フィルタリングにより余分な周波数成分を除去し、搬送周波数にアップコン
バートし、電力増幅し、送信アンテナ１０６に出力してＯＦＤＭ信号を送信する。
【０１２７】
　無線受信部１１２０は、受信アンテナ１１０を介して受信した上りリンクの信号を、ダ
ウンコンバートによりベースバンド信号に変換し、不要な周波数成分を除去し、信号レベ
ルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し、受信された信号の同相成分および直交
成分に基づいて、直交検波し、直交検波されたアナログ信号をディジタル信号に変換する
。無線受信部１１２０は、変換したディジタル信号からＣＰに相当する部分を除去する。
無線受信部１１２０は、ＣＰを除去した信号に対して高速フーリエ変換（Fast Fourier T
ransform: FFT）を行い、周波数領域の信号を抽出する。無線受信部１１２０は、各上り
リンクの信号がマッピングされているサブキャリア間隔に基づいて、高速フーリエ変換を
行う。各上りリンクの信号がマッピングされているサブキャリア間隔は、制御部１０８か
ら通知される。
【０１２８】
　伝搬路推定部１１２２は、復調用参照信号を用いて、上りリンク物理チャネルの信号検
出のためのチャネル推定を行う。伝搬路推定部１１２２は、前記復調用参照信号系列を用
いて、基地局装置１０と端末装置２０の間のチャネル状態（伝搬路状態）を測定する。
【０１２９】
　デマッピング部１１２４は、無線受信部１１２０から入力される周波数領域の信号から
、端末装置毎に上りリンク物理チャネル（物理上りリンク共有チャネル、物理上りリンク
制御チャネルなど）及び上りリンク物理信号（同期信号など）を抽出する。デマッピング
部１１２４は、制御部１０８から入力される上りリンクスケジューリング情報に基づいて
、端末装置毎の上りリンク物理チャネルを抽出する。デマッピング部１１２４は、ＡＣＫ
／ＮＡＣＫ送信のための上りリンクタイムスロットの設定（遅延時間ｋ）及びサブキャリ
ア間隔から解釈されるＡＣＫ／ＮＡＣＫのタイムスロット単位に基づいて、ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫを含む上りリンク物理チャネルを抽出する。デマッピング部１１２４は、ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ送信のための上りリンクタイムスロットの設定（遅延時間ｋ）及びＯＦＤＭシンボ
ル長から解釈されるＡＣＫ／ＮＡＣＫのタイムスロット単位に基づいて、ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋを含む上りリンク物理チャネルを抽出してもよい。以下、等化部１１２６、ＩＤＦＴ部
１１２８、逆拡散部１１３０、復調部１１３２、復号部１１３４は、各端末装置の上りリ
ンクデータ毎に処理を行う。
【０１３０】
　等化部１１２６は、伝搬路推定部１１２２から入力される伝搬路推定結果を用いて、デ
マッピング部１１２４から入力される端末装置毎の信号に対して伝搬路補償を行う。例え
ば、等化部１１２６は、周波数領域の信号に対してＭＭＳＥ規範に基づく等化重みを乗算
する。
【０１３１】
　ＩＤＦＴ部１１２８は、等化後の各端末装置の周波数領域の信号を時間領域の信号に変
換する。なお、ＩＤＦＴ部１１２８は、端末装置２０のＤＦＴ部２１０４で施された処理
に対応する。
【０１３２】
　逆拡散部１１３０は、ＩＤＦＴ後の各端末装置の時間領域の信号に対して、拡散符号系
列を乗算する（逆拡散処理）。端末装置２０において、ＤＦＴ後の信号に対して拡散処理
が行われている場合、ＩＤＦＴ前の信号に対して、逆拡散処理が施される。なお、端末装
置２０において、インターリーブが施されている場合、デインターリーブ処理が行われる
。
【０１３３】
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　復調部１１３２には、予め通知されている、又は予め決められている各端末装置の変調
方式の情報が制御部１０８から入力される。復調部１１３２は、前記変調方式の情報に基
づき、逆拡散後の信号に対して復調処理を施し、ビット系列のＬＬＲ（Log Likelihood R
atio）を出力する。
【０１３４】
　復号部１１３４には、予め通知されている、又は予め決められている符号化率の情報が
制御部１０８から入力される。復号部１１３４は、前記復調部１１３２から出力されたＬ
ＬＲの系列に対して復号処理を行う。
【０１３５】
　上位層処理部１０２は、復号部１１３４から各端末装置の復号後の上りリンクデータ（
硬判定後のビット系列）を取得する。上位層処理部１０２は、各端末装置の復号後の上り
リンクデータに含まれるＣＲＣに対して、各端末に割当てたＵＥ　ＩＤを用いて、デスク
ランブル（排他的論理和演算）を行う。上位層処理部１０２は、デスクランブルによる誤
り検出の結果、上りリンクデータに誤りが無い場合、端末装置の識別を正しく完了し、該
端末装置から送信された上りリンクデータを正しく受信できたと判断する。
【０１３６】
　以上のように、本実施形態に係る通信システムは、上りリンクと下りリンク間で異なる
シンボル長を用いて基地局装置と端末装置が通信を行う。これにより、情報データに対す
るＡＣＫ／ＮＡＣＫは、情報データと異なるサブキャリア間隔（すなわち、情報データと
異なるＯＦＤＭシンボル長）を用いて送信される。該ＡＣＫ／ＮＡＣＫの送信タイミング
（遅延時間ｋ）は、前記サブキャリア間隔又はＯＦＤＭシンボル長に基づいて選択された
タイムスロット単位でカウントされる。これにより、情報データとその情報データに対す
るＡＣＫ／ＮＡＣＫのタイムスロット長の差異が調整されうる。さらに、複数のタイムス
ロットの基準を設けることにより、基地局装置及び端末装置の用途等によって、柔軟に情
報データとその情報データに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫのタイムスロット長の差異が調整さ
れうる。
【０１３７】
　（第２の実施形態）
　本実施形態は、キャリアアグリゲーションにおいて、各セル（コンポーネントキャリア
）／上りリンク及び下りリンクで、異なるサブキャリア間隔が設定される例である。図１
１は、本実施形態に係る通信システムの構成例を示す図である。本実施形態における通信
システムは、基地局装置１０、１１及び端末装置２０を備える。カバレッジ１０ａ、１１
ａは各々、基地局装置１０、１１が端末装置２０と接続可能な範囲（通信エリア）である
（セル、コンポーネントキャリアとも呼ぶ）。カバレッジ１０ａのエリアはＰｃｅｌｌ（
Primary Cell、第１のコンポーネントキャリア）を構成する。カバレッジ１１ａのエリア
はＳｃｅｌｌ（Secondary Cell、第２のコンポーネントキャリア）を構成する。端末装置
２０は、Ｐｃｅｌｌの上りリンクｒ１０及びＳｃｅｌｌの上りリンクｒ１１を用いて、キ
ャリアアグリゲーションによって上りリンク信号を送信することができる。端末装置２０
は、Ｐｃｅｌｌの下りリンクｒ２０及びＳｃｅｌｌの下りリンクｒ２１を用いて、キャリ
アアグリゲーションによって、下りリンク信号を送信することができる。なお、図１１で
は、Ｐｃｅｌｌ及びＳｃｅｌｌは異なる基地局装置によって構成されるが、１つの基地局
装置がＰｃｅｌｌ及びＳｃｅｌｌを構成してもよい。図１１の基地局装置１０及び基地局
装置１１は、図１０で説明した構成を備える。端末装置２０は、図９で説明した構成を備
える。以下、第１の実施形態との相違点／追加点を主に説明する。なお、カバレッジ１０
ａ、１１ａは、複数の端末装置２０を収容可能であり、収容端末数は、図１１に限定され
ない。キャリアアグリゲーションを行うコンポーネントキャリア数（Ｓｃｅｌｌの数）は
、図１１に限定されない。
【０１３８】
　本実施形態に係る通信システムは、各コンポーネントキャリア（Ｐｃｅｌｌ、Ｓｃｅｌ
ｌ）に、異なるサブキャリア間隔を設定することができる。Ｐｃｅｌｌを構成する基地局
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装置１０は、端末装置毎に、コンポーネントキャリアに包括的に（共通に）サブキャリア
間隔セットの設定を行う。この場合、Ｓｃｅｌｌにおいて、Ｐｃｅｌｌで設定された上り
リンク及び下りリンクのサブキャリア間隔セットと同一のサブキャリア間隔セットが設定
される。端末装置２０及びＳｃｅｌｌを構成する基地局装置１１は、Ｐｃｅｌｌにおいて
設定されたサブキャリア間隔セットを、Ｓｃｅｌｌにおいても使用する。さらに、基地局
装置１０は、Ｐｃｅｌｌ及びＳｃｅｌｌにおける上りリンク及び下りリンクのサブキャリ
ア間隔セット各々を、包括的に（共通に）設定することができる。この場合、コンポーネ
ントキャリアによらず、上りリンク及び下りリンク各々のサブキャリア間隔セットは同一
に設定される。
【０１３９】
　基地局装置１０は、Ｓｃｅｌｌに関する設定情報を、ＲＲＣメッセージ等の下りリンク
物理チャネルを用いて端末装置２０に通知する。Ｓｃｅｌｌに関する設定情報は、追加す
るＳｃｅｌｌのセルＩＤ／周波数バンド／サブキャリア間隔セットを含むことができる。
Ｓｃｅｌｌに関する設定情報にサブキャリア間隔セットが含まれる場合、Ｐｃｅｌｌ及び
Ｓｃｅｌｌの両方において、サブキャリア間隔セットを更新するようにしてもよい。なお
、該サブキャリア間隔セットは、使用可能なＯＦＤＭシンボル長（又はＳＣ－ＦＤＭＡシ
ンボル長）の候補の設定、更新を示しているともいえる。
【０１４０】
　Ｐｃｅｌｌを構成する基地局装置１０は、各端末装置に対して、コンポーネントキャリ
ア（Ｐｃｅｌｌ、Ｓｃｅｌｌ）毎に、サブキャリア間隔セットの設定を行うこともできる
。この場合、コンポーネントキャリア毎（Ｐｃｅｌｌ、Ｓｃｅｌｌ毎）に、異なるサブキ
ャリア間隔セットが設定されうる。各Ｓｃｅｌｌにおけるサブキャリア間隔セットは、Ｓ
ｃｅｌｌに関する設定情報で、端末装置に通知される。さらに、各Ｓｃｅｌｌにおけるサ
ブキャリア間隔セットは、上りリンク及び下りリンクで、独立してサブキャリア間隔セッ
トを設定されてもよい。なお、Ｓｃｅｌｌにおけるサブキャリア間隔セットは、各々のコ
ンポーネントキャリアにおける下りリンク物理チャネルによって、端末装置に通知するよ
うにしてもよい。
【０１４１】
　端末装置２０は、Ｐｃｅｌｌ／Ｓｃｅｌｌにおいて、下りリンク制御情報を受信する。
下りリンク制御情報は、前記サブキャリア間隔セットから選択された１つのサブキャリア
間隔に関する情報を含む。端末装置２０は、下りリンク制御情報に含まれるサブキャリア
間隔に関する情報に基づいて、下りリンク物理チャネルの受信及び上りリンク物理チャネ
ルがマッピングされるサブキャリア間隔を決定する。Ｐｃｅｌｌを構成する基地局装置１
０は、Ｓｃｅｌｌの上りリンク及び下りリンクで用いるサブキャリア間隔に関する情報を
、端末装置２０へ通知することができる。Ｓｃｅｌｌを構成する基地局装置１１は、Ｐｃ
ｅｌｌの上りリンク及び下りリンクで用いるサブキャリア間隔に関する情報を、端末装置
２０へ通知することができる。下りリンク制御情報に含まれるサブキャリア間隔に関する
情報は、下りリンク物理チャネルの受信及び上りリンク物理チャネルがマッピングされる
ＯＦＤＭシンボル長（ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル長）を示しているともいえる。
【０１４２】
　端末装置２０は、Ｐｃｅｌｌ及びＳｃｅｌｌで送信する物理下りリンク共有チャネルに
対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを、物理上りリンク制御チャネルで送信する。基地局装置１０は
、Ｐｃｅｌｌ及びＳｃｅｌｌの物理上りリンク制御チャネルのうち一方又は両方で、前記
ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するかを、端末装置２０にＲＲＣメッセージ／下りリンク制御情
報を用いて通知する。基地局装置１０は、前記Ｐｃｅｌｌ及びＳｃｅｌｌで送信する物理
下りリンク共有チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを、Ｐｃｅｌｌ又はＳｃｅｌｌにおけ
る物理上りリンク制御チャネルで一括的に通知するように指示することができる。
【０１４３】
　図１２は、本実施形態に係るキャリアアグリゲーションにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信
タイミングの一例を示す図である。図１２では、基地局装置１０が、Ｐｃｅｌｌの下りリ
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ンク及び上りリンクのサブキャリア間隔を１５ｋＨｚに、Ｓｃｅｌｌの下りリンク及び上
りリンクのサブキャリア間隔を６０ｋＨｚに設定した例である。図１２（Ａ）は、Ｐｃｅ
ｌｌにおける下りリンクタイムスロットを示す。図１２（Ｂ）は、Ｓｃｅｌｌにおける下
りリンクタイムスロットを示す。図１２（Ｃ）は、Ｐｃｅｌｌにおける上りリンクタイム
スロットを示す。なお、Ｓｃｅｌｌにおける上りリンクのタイムスロットは、図１２（Ｂ
）と同様である。
【０１４４】
　端末装置２０は、Ｐｃｅｌｌ下りリンク及びＳｃｅｌｌの下りリンクにおいて、キャリ
アアグリゲーションによって、下りリンク物理下りリンク共有チャネルを受信する。下り
リンクタイムスロット長は、下りリンクのリソース割り当てユニットの時間ドメインに相
当する。下りリンク物理下りリンク共有チャネル（例えば、下りリンクトランスポートブ
ロック）は、下りリンクタイムスロット毎に割り当てられる。図１２は、Ｐｃｅｌｌの下
りリンクで１つの下りリンクトランスポートブロックが送信され、Ｓｃｅｌｌの下りリン
クで２つの下りリンクトランスポートブロックが送信される例である（網掛け部）。端末
装置２０は、Ｐｃｅｌｌ及びＳｃｅｌｌにおいて受信した前記下りリンク物理下りリンク
共有チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを、Ｐｃｅｌｌの物理上りリンク制御チャネルで
一括的に送信する（右上がり斜線部）。ｎ＿ＤＬ１は、Ｐｃｅｌｌの下りリンク物理下り
リンク共有チャネルが送信される下りリンクタイムスロットである。ｎ＿ＵＬ１は、Ｐｃ
ｅｌｌにおいて前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫが送信される上りリンクタイムスロットである。
【０１４５】
　図１２において、基地局装置１０は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するコンポーネントキャ
リアで用いるサブキャリア間隔のタイムスロットを基準（単位）に、該ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
を受信する遅延時間ｋを設定する。端末装置２０は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するコンポ
ーネントキャリアで用いるサブキャリア間隔のタイムスロットを基準に、該ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫを送信する遅延時間ｋをカウントする。図１２はｋ＝３の例である。図１２では、Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫはＰｃｅｌｌで送信されるため、基地局装置１０及び端末装置２０は、Ｐ
ｃｅｌｌの上りリンクのタイムスロット（すなわち、サブキャリア間隔１５ｋＨｚにおけ
るＯＦＤＭシンボル長）を基準に、遅延時間ｋを解釈する。ｎ＿ＵＬ１‐ｋのエンドポイ
ントは、端末装置２０がｎ＿ＵＬ１においてＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する物理下りリンク
共有チャネルの受信を完了するタイミングに相当する。なお、下りリンクと上りリンクで
同一の周波数を使用する時間分割多重にも適用可能である。例えば、Ｐｃｅｌｌの下りリ
ンクと上りリンクのサブキャリア間隔を１５ｋＨｚ、Ｓｃｅｌｌの下りリンクと上りリン
クのサブキャリア間隔を６０ｋＨｚの場合に、端末装置はＰｃｅｌｌのサブキャリア間隔
のタイムスロットを基準に、該ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する遅延時間ｋをカウントする。
【０１４６】
　図１３は、本実施形態に係るキャリアアグリゲーションにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信
タイミングの別例を示す図である。図１３では、基地局装置１０が、Ｐｃｅｌｌの下りリ
ンク及びＳｃｅｌｌの上りリンクのサブキャリア間隔を１５ｋＨｚに、Ｓｃｅｌｌの下り
リンク及びＰｃｅｌｌの上りリンクのサブキャリア間隔を６０ｋＨｚに設定した例である
。図１３（Ａ）は、Ｐｃｅｌｌにおける下りリンクタイムスロットを示す。図１３（Ｂ）
は、Ｓｃｅｌｌにおける下りリンクタイムスロットを示す。図１３（Ｃ）は、Ｐｃｅｌｌ
における上りリンクタイムスロットを示す。なお、Ｓｃｅｌｌにおける上りリンクのタイ
ムスロットは、図１３（Ａ）と同様である。
【０１４７】
　端末装置２０は、Ｐｃｅｌｌの下りリンク及びＳｃｅｌｌの下りリンクにおいて、キャ
リアアグリゲーションによって、下りリンク物理下りリンク共有チャネルを受信する。図
１３は、Ｐｃｅｌｌの下りリンクで１つの下りリンクトランスポートブロックが送信され
、Ｓｃｅｌｌの下りリンクで４つの下りリンクトランスポートブロックが送信される例で
ある（網掛け部）。端末装置２０は、Ｐｃｅｌｌ及びＳｃｅｌｌにおいて受信した前記下
りリンク物理下りリンク共有チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを、Ｐｃｅｌｌの物理上
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りリンク制御チャネルで一括的に送信する（右上がり斜線部）。ｎ＿ＤＬ１は、Ｐｃｅｌ
ｌの下りリンク物理下りリンク共有チャネルが送信される下りリンクタイムスロットであ
る。ｎ＿ＵＬ１は、Ｐｃｅｌｌにおいて前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫが送信される上りリンクタ
イムスロットである。
【０１４８】
　図１３において、基地局装置１０は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するコンポーネントキャ
リアで用いるサブキャリア間隔のタイムスロットを基準（単位）に、該ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
を受信する遅延時間ｋを設定する。端末装置２０は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するコンポ
ーネントキャリアで用いるサブキャリア間隔のタイムスロットを基準に、該ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫを送信する遅延時間ｋをカウントする。図１３はｋ＝３の例である。図１３では、Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫはＰｃｅｌｌで送信されるため、基地局装置１０及び端末装置２０は、Ｐ
ｃｅｌｌの上りリンクのタイムスロット（すなわち、サブキャリア間隔６０ｋＨｚにおけ
るＯＦＤＭシンボル長）を基準に、遅延時間ｋを解釈する。ｎ＿ＵＬ１‐ｋのエンドポイ
ントは、端末装置２０がｎ＿ＵＬ１においてＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する物理下りリンク
共有チャネルの受信を完了するタイミングに相当する。
【０１４９】
　図１４は、本実施形態に係るキャリアアグリゲーションにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信
タイミングの別例を示す図である。図１４では、基地局装置１０が、Ｐｃｅｌｌの下りリ
ンク及びＰｃｅｌｌの上りリンクのサブキャリア間隔を１５ｋＨｚに、Ｓｃｅｌｌの下り
リンク及びＳｃｅｌｌの上りリンクのサブキャリア間隔を６０ｋＨｚに設定した例である
。図１４（Ａ）は、Ｐｃｅｌｌにおける下りリンクタイムスロットを示す。図１４（Ｂ）
は、Ｓｃｅｌｌにおける下りリンクタイムスロットを示す。図１４（Ｃ）は、Ｐｃｅｌｌ
における上りリンクタイムスロットを示す。図１４（Ｄ）は、Ｓｃｅｌｌにおける上りリ
ンクタイムスロットを示す。
【０１５０】
　端末装置２０は、Ｐｃｅｌｌ下りリンク及びＳｃｅｌｌの下りリンクにおいて、キャリ
アアグリゲーションによって、下りリンク物理下りリンク共有チャネルを受信する。図１
４は、Ｐｃｅｌｌの下りリンクで１つの下りリンクトランスポートブロックが送信され、
Ｓｃｅｌｌの下りリンクで４つの下りリンクトランスポートブロックが送信される例であ
る（網掛け部）。端末装置２０は、Ｐｃｅｌｌ及びＳｃｅｌｌにおいて受信した前記下り
リンク物理下りリンク共有チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを、Ｓｃｅｌｌの物理上り
リンク制御チャネルで一括的に送信する（右上がり斜線部）。ｎ＿ＤＬ１は、Ｐｃｅｌｌ
の下りリンク物理下りリンク共有チャネルが送信される下りリンクタイムスロットである
。ｎ＿ＵＬ２は、Ｓｃｅｌｌにおいて前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫが送信される上りリンクタイ
ムスロットである。ｎ＿ＵＬ１は、基地局装置１０が前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫをＰｃｅｌｌ
で送信することを選択した場合における上りリンクタイムスロットである。
【０１５１】
　図１４において、基地局装置１０は、Ｐｃｅｌｌで用いるサブキャリア間隔のタイムス
ロットを基準（単位）に、該ＡＣＫ／ＮＡＣＫを受信する遅延時間ｋを設定する。端末装
置２０は、Ｐｃｅｌｌで用いるサブキャリア間隔のタイムスロットを基準に、該ＡＣＫ／
ＮＡＣＫを送信する遅延時間ｋをカウントする。すなわち、一括ＡＣＫ／ＮＡＣＫがマッ
ピングされるコンポーネントキャリアによらず、Ｐｃｅｌｌで用いるサブキャリア間隔の
タイムスロットを基準（単位）に、遅延時間ｋが設定される。図１４はｋ＝３の例である
。図１４では、Ｐｃｅｌｌの上りリンクのタイムスロットは、サブキャリア間隔１５ｋＨ
ｚによって定まるタイムスロット長である。よって、基地局装置１１及び端末装置２０は
、サブキャリア間隔１５ｋＨｚによって定まるタイムスロット長を基準に、遅延時間ｋを
解釈する。端末装置２０は、前記上りリンクタイムスロットｎ＿ＵＬ１区間内で、前記Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫを送信する。図１４（Ｄ）では、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するタイムスロ
ットｎ＿ＵＬ２が、ｎ＿ＵＬ１区間内の先頭のＳｃｅｌｌ上りリンクのタイムスロットに
設定された場合である。なお、ｎ＿ＵＬ１‐ｋのエンドポイントは、端末装置２０が物理
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下りリンク共有チャネルの受信を完了するタイミングに相当する。図１４では、ｎ＿ＵＬ

１区間内の先頭のＳｃｅｌｌ上りリンクタイムスロットでＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する例
であるが、ｎ＿ＵＬ１区間内の最後尾やその他の上りリンクタイムスロットを用いてもよ
い。例えば、ｎ＿ＵＬ１区間内のいずれのＳｃｅｌｌ上りリンクタイムスロットでＡＣＫ
／ＮＡＣＫを送信するかは、ＵＥ　ＩＤ、送信アンテナポート番号、下りリンクリソース
割り当て位置等と関連付けられえる。これにより、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する上りリン
クタイムスロットをランダム化できる。
【０１５２】
　図１５は、本実施形態に係るキャリアアグリゲーションにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信
タイミングの別例を示す図である。図１５では、基地局装置１０が、Ｐｃｅｌｌの下りリ
ンク及びＰｃｅｌｌの上りリンクのサブキャリア間隔を１５ｋＨｚに、Ｓｃｅｌｌの下り
リンク及びＳｃｅｌｌの上りリンクのサブキャリア間隔を６０ｋＨｚに設定した例である
。図１５（Ａ）は、Ｐｃｅｌｌにおける下りリンクタイムスロットを示す。図１５（Ｂ）
は、Ｓｃｅｌｌにおける下りリンクタイムスロットを示す。図１５（Ｃ）は、Ｐｃｅｌｌ
における上りリンクタイムスロットを示す。なお、Ｓｃｅｌｌにおける上りリンクタイム
スロットは、図１５（Ｂ）と同様である。
【０１５３】
　端末装置２０は、Ｐｃｅｌｌ下りリンク及びＳｃｅｌｌの下りリンクにおいて、キャリ
アアグリゲーションによって、物理下りリンク下りリンク共有チャネルを受信する。図１
５は、Ｐｃｅｌｌの下りリンクで１つの下りリンクトランスポートブロックが送信され、
Ｓｃｅｌｌの下りリンクで４つの下りリンクトランスポートブロックが送信される例であ
る（網掛け部）。端末装置２０は、Ｐｃｅｌｌ及びＳｃｅｌｌにおいて受信した前記下り
リンク物理下りリンク共有チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを、Ｐｃｅｌｌの物理上り
リンク制御チャネルで一括的に送信する（右上がり斜線部）。ｎ＿ＤＬ１は、Ｐｃｅｌｌ
の下りリンク物理下りリンク共有チャネルが送信される下りリンクタイムスロットである
。ｎ＿ＵＬ１は、Ｐｃｅｌｌにおいて前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫが送信される上りリンクタイ
ムスロットである。
【０１５４】
　図１５において、基地局装置１０は、物理下りリンク共有チャネルを送信したコンポー
ネントキャリアのうち、サブキャリア間隔が小さい方（又はＯＦＤＭシンボル長が大きい
方）のタイムスロットを基準（単位）に、該ＡＣＫ／ＮＡＣＫを受信する遅延時間ｋを設
定する。端末装置２０は、物理下りリンク共有チャネルを送信したコンポーネントキャリ
アのうち、サブキャリア間隔が小さい方（又はＯＦＤＭシンボル長が大きい方）のタイム
スロットを基準（単位）に、該ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する遅延時間ｋをカウントする。
図１５はｋ＝３の例である。図１５では、Ｐｃｅｌｌの下りリンクのサブキャリア間隔は
、Ｓｃｅｌｌの下りリンクのサブキャリア間隔より小さい（Ｓｃｅｌｌの下りリンクのＯ
ＦＤＭシンボル長は、Ｐｃｅｌｌの下りリンクのＯＦＤＭシンボル長より大きい）。よっ
て、基地局装置１１及び端末装置２０は、Ｐｃｅｌｌの下りリンクサブキャリア間隔１５
ｋＨｚによって定まるタイムスロット長を基準に、遅延時間ｋを解釈する。なお、ｎ＿Ｕ

Ｌ１‐ｋのエンドポイントは、端末装置２０が物理下りリンク共有チャネルの受信を完了
するタイミングに相当する。
【０１５５】
　図１６は、本実施形態に係るキャリアアグリゲーションにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信
タイミングの別例を示す図である。図１６では、基地局装置１０が、Ｐｃｅｌｌの下りリ
ンク及びＰｃｅｌｌの上りリンクのサブキャリア間隔を１５ｋＨｚに、Ｓｃｅｌｌの下り
リンク及びＳｃｅｌｌの上りリンクのサブキャリア間隔を６０ｋＨｚに設定した例である
。図１６（Ａ）は、Ｐｃｅｌｌにおける下りリンクタイムスロットを示す。図１６（Ｂ）
は、Ｓｃｅｌｌにおける下りリンクタイムスロットを示す。図１６（Ｃ）は、Ｐｃｅｌｌ
における上りリンクタイムスロットを示す。なお、Ｓｃｅｌｌにおける上りリンクタイム
スロットは、図１６（Ｂ）と同様である。
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【０１５６】
　端末装置２０は、Ｐｃｅｌｌ下りリンク及びＳｃｅｌｌの下りリンクにおいて、キャリ
アアグリゲーションによって、物理下りリンク下りリンク共有チャネルを受信する。図１
６は、Ｐｃｅｌｌの下りリンクで１つの下りリンクトランスポートブロックが送信され、
Ｓｃｅｌｌの下りリンクで４つの下りリンクトランスポートブロックが送信される例であ
る（網掛け部）。端末装置２０は、Ｐｃｅｌｌ及びＳｃｅｌｌにおいて受信した前記下り
リンク物理下りリンク共有チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを、Ｐｃｅｌｌの物理上り
リンク制御チャネルで一括的に送信する（右上がり斜線部）。ｎ＿ＤＬ１は、Ｐｃｅｌｌ
の下りリンク物理下りリンク共有チャネルが送信される下りリンクタイムスロットである
。ｎ＿ＤＬ２は、キャリアアグリゲーションによってＳｃｅｌｌで送信される下りリンク
物理下りリンク共有チャネルのうち、最後に送信される下りリンクタイムスロットである
（ｎ＿ＤＬ２のエンドポイントは、ｎ＿ＤＬ１のエンドポイントと一致する）。ｎ＿ＵＬ

１は、Ｐｃｅｌｌにおいて前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫが送信される上りリンクタイムスロット
である。
【０１５７】
　図１６において、基地局装置１０は、物理下りリンク共有チャネルを送信したコンポー
ネントキャリアのうち、サブキャリア間隔が大きい方（又はＯＦＤＭシンボル長が小さい
方）のタイムスロットを基準（単位）に、該ＡＣＫ／ＮＡＣＫを受信する遅延時間ｋを設
定する。端末装置２０は、物理下りリンク共有チャネルを送信したコンポーネントキャリ
アのうち、サブキャリア間隔が大きい方（又はＯＦＤＭシンボル長が小さい方）のタイム
スロットを基準（単位）に、該ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する遅延時間ｋをカウントする。
図１６はｋ＝３の例である。図１６では、Ｓｃｅｌｌの下りリンクのサブキャリア間隔は
、Ｐｃｅｌｌの下りリンクのサブキャリア間隔より大きい（Ｓｃｅｌｌの下りリンクのＯ
ＦＤＭシンボル長は、Ｐｃｅｌｌの下りリンクのＯＦＤＭシンボル長より小さい）。よっ
て、基地局装置１１及び端末装置２０は、Ｓｃｅｌｌの下りリンクサブキャリア間隔６０
ｋＨｚによって定まるタイムスロット長（ｎ＿ＤＬ２のタイムスロット長）を基準に、遅
延時間ｋを解釈する。
【０１５８】
　基地局装置１０は、物理下りリンク共有チャネルが送信されたＰｃｅｌｌ及びＳｃｅｌ
ｌのサブキャリア間隔（又はＯＦＤＭシンボル長）によって、ＡＣＫ／ＮＡＣＫの通知手
段を変えることができる。基地局装置１０は、物理下りリンク共有チャネルが送信された
Ｐｃｅｌｌ及びＳｃｅｌｌのサブキャリア間隔（又はＯＦＤＭシンボル長）が同一の場合
、Ｐｃｅｌｌ又はＳｃｅｌｌにおける物理上りリンク制御チャネルで一括的にＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ（グループＡＣＫ／ＮＡＣＫ）を通知する。基地局装置１０は、物理下りリンク共
有チャネルが送信されたＰｃｅｌｌ及びＳｃｅｌｌのサブキャリア間隔（又はＯＦＤＭシ
ンボル長）が異なる場合、Ｐｃｅｌｌで送信された物理下りリンク共有チャネルに対する
ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、Ｓｃｅｌｌで送信された物理下りリンク共有チャネルに対するＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫと独立して送信される。（物理下りリンク共有チャネルが送信されたＰｃｅ
ｌｌ及びＳｃｅｌｌのサブキャリア間隔が異なる場合、一括的にＡＣＫ／ＮＡＣＫを通知
することが禁止される）。端末装置２０は、一括ＡＣＫ／ＮＡＣＫ又は独立したＡＣＫ／
ＮＡＣＫによって、上りリンク制御情報のフォーマットを変えることができる。一括ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫに用いる上りリンク制御情報のフォーマットは、独立したＡＣＫ／ＮＡＣＫ
のフォーマットより、ビット数が多い（又はフィールド数が多い）。
【０１５９】
　図１７は、本実施形態に係るキャリアアグリゲーションにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信
タイミングの別例を示す図である。図１７では、基地局装置１０が、Ｐｃｅｌｌ及びＳｃ
ｅｌｌの下りリンクのサブキャリア間隔を１５ｋＨｚで同一に設定した例である。Ｐｃｅ
ｌｌ及びＳｃｅｌｌの上りリンクのサブキャリア間隔は６０ｋＨｚに設定されている。図
１７（Ａ）は、Ｐｃｅｌｌにおける下りリンクタイムスロットを示す。図１７（Ｂ）は、
Ｓｃｅｌｌにおける下りリンクタイムスロットを示す。図１７（Ｃ）は、Ｐｃｅｌｌにお
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ける上りリンクタイムスロットを示す。なお、Ｓｃｅｌｌにおける上りリンクタイムスロ
ットは、図１６（Ｃ）と同様である。
【０１６０】
　図１７では、Ｐｃｅｌｌ及びＳｃｅｌｌで同一のサブキャリア間隔を用いて、キャリア
アグリゲーションが設定されている（網掛け部）。このため、基地局装置１０は、一括Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫ送信及び独立したＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信のいずれかを選択できる。図１７
（Ｃ）は、Ｐｃｅｌｌ及びＳｃｅｌｌにおいて受信した前記下りリンク物理下りリンク共
有チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを、Ｐｃｅｌｌの物理上りリンク制御チャネルで一
括的に送信する（右上がり斜線部）。基地局装置１０は、ＲＲＣメッセージ／下りリンク
制御情報によって、いずれのＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信を用いるかを、端末装置に通知するこ
とができる。ｎ＿ＤＬ１は、Ｐｃｅｌｌの下りリンク物理下りリンク共有チャネルが送信
される下りリンクタイムスロットである。ｎ＿ＤＬ２は、Ｓｃｅｌｌの下りリンク物理下
りリンク共有チャネルが送信される下りリンクタイムスロットである。ｎ＿ＵＬ１は、Ｐ
ｃｅｌｌにおいて前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫが送信される上りリンクタイムスロットである。
【０１６１】
　図１７において、基地局装置１０は、物理下りリンク共有チャネルを送信したコンポー
ネントキャリアのうち、サブキャリア間隔が小さい方のタイムスロットを基準（単位）に
、該ＡＣＫ／ＮＡＣＫを受信する遅延時間ｋを設定したとする。この場合、Ｐｃｅｌｌ及
びＳｃｅｌｌのサブキャリア間隔は同一であるため、基地局装置及び端末装置は、両コン
ポーネントキャリア共通の下りリンクのタイムスロットを基準に遅延時間ｋを解釈する。
端末装置２０は、Ｐｃｅｌｌの下りリンクのタイムスロットｎ＿ＤＬ１＋ｋの区間内で、
一括ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する。図１７はｋ＝３の例である。
【０１６２】
　図１８は、本実施形態に係るキャリアアグリゲーションにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信
タイミングの別例を示す図である。図１８では、基地局装置１０が、Ｐｃｅｌｌ及びＳｃ
ｅｌｌの下りリンクのサブキャリア間隔が異なる例である。図１８（Ａ）は、Ｐｃｅｌｌ
における下りリンクタイムスロットを示す。図１８（Ｂ）は、Ｓｃｅｌｌにおける下りリ
ンクタイムスロットを示す。図１８（Ｃ）は、Ｐｃｅｌｌにおける上りリンクタイムスロ
ットを示す。図１８（Ｄ）は、Ｐｃｅｌｌにおける上りリンクタイムスロットを示す。
【０１６３】
　図１８では、Ｐｃｅｌｌ及びＳｃｅｌｌで異なるサブキャリア間隔を用いて、キャリア
アグリゲーションが設定されている（網掛け部）。この場合、一括ＡＣＫ／ＮＡＣＫが禁
止される。Ｐｃｅｌｌで送信された物理下りリンク共有チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋは、Ｐｃｅｌｌの物理上りリンク制御チャネルで送信される。Ｓｃｅｌｌで送信された
物理下りリンク共有チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫは、Ｓｃｅｌｌの物理上りリンク
制御チャネルで送信される。各コンポーネントキャリアで送信される物理下りリンク共有
チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫが独立して送信される場合、基地局装置１０は、各コ
ンポーネントキャリアで設定されるサブキャリア間隔のタイムスロットを基準（単位）に
、該ＡＣＫ／ＮＡＣＫを受信する遅延時間ｋ（図１８はｋ＝３）が設定することができる
。図１８では、Ｐｃｅｌｌで送信されるＡＣＫ／ＮＡＣＫのタイムスロットｎ＿ＵＬ１は
、Ｐｃｅｌｌ上りリンクタイムスロットを基準に設定される例である。Ｓｃｅｌｌで送信
されるＡＣＫ／ＮＡＣＫのタイムスロットｎ＿ＵＬ２は、Ｓｃｅｌｌ上りリンクタイムス
ロットを基準に設定される例である。なお、各コンポーネントキャリアで送信される物理
下りリンク共有チャネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫが独立して送信される場合、基地局装
置１０は、図１２から図１６で説明したタイムスロット基準を用いて、該ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋを受信する遅延時間ｋを設定することができる。
【０１６４】
　図１２から図１８において、端末装置２０は、Ｐｃｅｌｌ及びＳｃｅｌｌ、さらに上り
リンク及び下りリンクのサブキャリア間隔（又はＯＦＤＭシンボル長）を特定した結果に
基づいて、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信する遅延時間ｋのカウントに用いるタイムスロットの基
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準を解釈する。基地局装置１０は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信する遅延時間ｋのカウントに用
いるタイムスロットの基準を、ＲＲＣメッセージ／システムインフォメーション／下りリ
ンク制御情報を用いて通知するサブキャリア間隔によって、暗黙的に示唆する。
【０１６５】
　基地局装置１０は、ＲＲＣメッセージ／システムインフォメーション／下りリンク制御
情報を用いて、Ｐｃｅｌｌ及びＳｃｅｌｌ、さらに上りリンク及び下りリンクの伝送に用
いるＯＦＤＭシンボル長（ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル長）を通知することもできる。端末装
置２０は、前記サＯＦＤＭシンボル長からＰｃｅｌｌ及びＳｃｅｌｌにおける上りリンク
タイムスロット及び下りリンクのタイムスロットの単位を特定してもよい。基地局装置１
０は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信する遅延時間ｋのカウントに用いるタイムスロットの基準を
、ＲＲＣメッセージ／システムインフォメーション／下りリンク制御情報を用いて通知す
るＯＦＤＭシンボル長によって、暗黙的に示唆することもできる。なお、基地局装置１０
は、ＲＲＣメッセージ／システムインフォメーション／下りリンク制御情報を用いて、Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫ送信する遅延時間ｋのカウントに用いるタイムスロットの基準を、明示的
に通知することもできる。
【０１６６】
　以上のように、本実施形態に係る通信システムは、キャリアアグリゲーションを行う各
コンポーネントキャリア及び上りリンクと下りリンク間で異なるシンボル長を用いて基地
局装置と端末装置が通信を行う。これにより、情報データに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫは、
その情報データと異なるサブキャリア間隔を用いて送信される。該ＡＣＫ／ＮＡＣＫの送
信タイミング（遅延時間ｋ）は、各コンポーネントキャリアにおける前記サブキャリア間
隔又はＯＦＤＭシンボル長に基づいて選択されたタイムスロット単位でカウントされる。
これにより、情報データとその情報データに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫのカウンタの差異が
調整されうる。さらに、複数のタイムスロットの基準を設けることにより、基地局装置及
び端末装置の用途等に基づいて、柔軟に情報データとその情報データに対するＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫのタイムスロット長の差異が調整されうる。
【０１６７】
　なお、複数のＳｃｅｌｌを用いたキャリアアグリゲーションにおいても、本実施形態に
係るＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信のタイムスロット単位の設定を適用することができる。また、
Ｄｕａｌ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ（以下、ＤＣ）においても、本実施形態に係るＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ送信のタイムスロット単位の設定を適用してもよい。本実施形態に係るＰｃ
ｅｌｌ及びＳｃｅｌｌの各々を、ＤＣにおけるＭＣＧ（Master Cell Group）及びＳＣＧ
（Secondary Cell Group）と置換えて、本実施形態に係るＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信のタイム
スロット単位の設定を適用することができる。本実施形態に係るＰｃｅｌｌ及びＳｃｅｌ
ｌの各々を、ＤＣにおけるＰＳｃｅｌｌ（Primary Scell）及びＳｃｅｌｌと置換えて、
本実施形態に係るＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信のタイムスロット単位の設定を適用することもで
きる。
【０１６８】
　（第３の実施形態）
　本実施形態は、１つの端末装置が、同一時間において、複数のサブキャリア間隔のリソ
ース割り当てユニットを用いて、下りリンク信号を受信する例である。例えば、図３にお
いて、基地局装置１０が、リソース割り当てユニットＡ及びリソース割り当てユニットＢ
を用いて（時間ドメインにおいて重複するリソース割り当てユニットを用いて）、下りリ
ンク信号を端末装置２０に送信する。端末装置２０は、リソース割り当てユニットＡ及び
リソース割り当てユニットＢにマッピングされた各物理下りリンク共有チャネル（下りリ
ンクトランスポートブロック）に対して、一括的にＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する。本実施
形態に係る基地局装置１０は、図１０で説明した構成を備える。端末装置２０は、図９で
説明した構成を備える。以下、第１の実施形態との相違点／追加点を主に説明する。
【０１６９】
　本実施形態に係る通信システムにおいて、図１２から図１８におけるＡＣＫ／ＮＡＣＫ
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の送信タイミングを準用することができる。例えば、下りリンクにおいて、図３の物理リ
ソースの構成を用いて、基地局装置１０が端末装置２０に下りリンク物理チャネルを送信
する。この場合、図３におけるサブキャリア間隔１５ｋＨｚの領域は、図１２から図１８
におけるＰｃｅｌｌの下りリンクと置き換えられえる。また、図３におけるサブキャリア
間隔３０ｋＨｚの領域は、図１２から図１８におけるＳｃｅｌｌの下りリンクと置き換え
られえる。図３におけるリソース割り当てユニットＡは、図１２から図１８におけるＰｃ
ｅｌｌの下りリンクタイムスロットと置き換えられえる。図３におけるリソース割り当て
ユニットＢは、図１２から図１８におけるＳｃｅｌｌの下りリンクタイムスロットと置き
換えられえる。
【０１７０】
　さらに、上りリンクにおいて、図３の物理リソースの構成を用いて、端末装置２０が基
地局装置１０に物理下りリンク制御チャネルを送信する。該物理下りリンク制御チャネル
は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫが含まれる。この場合、図３におけるサブキャリア間隔１５ｋＨｚ
の領域は、図１２から図１８におけるＰｃｅｌｌの上りリンクと置き換えられえる。また
、図３におけるサブキャリア間隔３０ｋＨｚの領域は、図１２から図１８におけるＳｃｅ
ｌｌの上りリンクと置き換えられえる。図３におけるリソース割り当てユニットＡは、図
１２から図１８におけるＰｃｅｌｌの上りリンクタイムスロットと置き換えられえる。図
３におけるリソース割り当てユニットＢは、図１２から図１８におけるＳｃｅｌｌの上り
リンクタイムスロットと置き換えられえる。
【０１７１】
　本実施形態において、図１２のＡＣＫ／ＮＡＣＫの送信タイミングを適用した場合で具
体的に説明する。基地局装置１０が、図３におけるリソース割り当てユニットＡ及びリソ
ース割り当てユニットＢで、物理下りリンク共有チャネルを送信するとする。この場合、
リソース割り当てユニットＡに割当てた物理下りリンク共有チャネルは、図１２（Ａ）に
おけるＰｃｅｌｌ下りリンクの網掛け部に相当する。また、リソース割り当てユニットＢ
に割当てた物理下りリンク共有チャネルは、図１２（Ｂ）におけるＳｃｅｌｌ下りリンク
の網掛け部に相当する。
【０１７２】
　端末装置２０が、図３におけるリソース割り当てユニットＡで、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送
信するとする。この場合、リソース割り当てユニットＡに割当てたＡＣＫ／ＮＡＣＫは、
図１２（Ｃ）におけるＰｃｅｌｌ上りリンクの右上がり斜線部に相当する。なお、同様に
、本実施形態の基地局装置１０及び端末装置２０は、図１３から図１８ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
の送信タイミングを適用することができる。
【０１７３】
　以上のように、本実施形態に係る通信システムは、同一時間において、複数のサブキャ
リア間隔のリソース割り当てユニットを用いて、基地局装置と端末装置が通信を行う。こ
れにより、基地局装置は１つの端末装置に対して、同一時間において、異なるサブキャリ
ア間隔を用いて情報データを送信する。前記情報データに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫは、そ
の情報データと異なるサブキャリア間隔を用いて送信されうる。該ＡＣＫ／ＮＡＣＫの送
信タイミング（遅延時間ｋ）は、各リソース割り当てユニットにおける前記サブキャリア
間隔又はＯＦＤＭシンボル長に基づいて選択されたタイムスロット単位でカウントされる
。これにより、情報データとその情報データに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫのカウンタの差異
が調整されうる。さらに、複数のタイムスロットの基準を設けることにより、基地局装置
及び端末装置の用途等に基づいて、柔軟に情報データとその情報データに対するＡＣＫ／
ＮＡＣＫのタイムスロット長の差異が調整されうる。
【０１７４】
　本発明の一態様に関わる装置で動作するプログラムは、本発明の一態様に関わる上述し
た実施形態の機能を実現するように、Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ
（ＣＰＵ）等を制御してコンピュータを機能させるプログラムであっても良い。プログラ
ムあるいはプログラムによって取り扱われる情報は、処理時に一時的にＲａｎｄｏｍ　Ａ
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ｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ（ＲＡＭ）などの揮発性メモリに読み込まれ、あるいはフラッ
シュメモリなどの不揮発性メモリやＨａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ（ＨＤＤ）に格納さ
れ、必要に応じてＣＰＵによって読み出し、修正・書き込みが行なわれる。
【０１７５】
　なお、上述した実施形態における装置の一部、をコンピュータで実現するようにしても
良い。その場合、実施形態の機能を実現するためのプログラムをコンピュータが読み取り
可能な記録媒体に記録しても良い。この記録媒体に記録されたプログラムをコンピュータ
システムに読み込ませ、実行することによって実現しても良い。ここでいう「コンピュー
タシステム」とは、装置に内蔵されたコンピュータシステムであって、オペレーティング
システムや周辺機器等のハードウェアを含むものとする。また、「コンピュータが読み取
り可能な記録媒体」とは、半導体記録媒体、光記録媒体、磁気記録媒体等のいずれであっ
ても良い。
【０１７６】
　さらに「コンピュータが読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワ
ークや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時
間、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュ
ータシステム内部の揮発性メモリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含
んでも良い。また上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであって
も良く、さらに前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラム
との組み合わせで実現できるものであっても良い。
【０１７７】
　また、上述した実施形態に用いた装置の各機能ブロック、または諸特徴は、電気回路、
すなわち典型的には集積回路あるいは複数の集積回路で実装または実行され得る。本明細
書で述べられた機能を実行するように設計された電気回路は、汎用用途プロセッサ、デジ
タルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、またはその他のプログラマブル論理デバイス、
ディスクリートゲートまたはトランジスタロジック、ディスクリートハードウェア部品、
またはこれらを組み合わせたものを含んでよい。汎用用途プロセッサは、マイクロプロセ
ッサであってもよいし、従来型のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、ま
たはステートマシンであっても良い。前述した電気回路は、ディジタル回路で構成されて
いてもよいし、アナログ回路で構成されていてもよい。また、半導体技術の進歩により現
在の集積回路に代替する集積回路化の技術が出現した場合、当該技術による集積回路を用
いることも可能である。
【０１７８】
　なお、本願発明は上述の実施形態に限定されるものではない。実施形態では、装置の一
例を記載したが、本願発明は、これに限定されるものではなく、屋内外に設置される据え
置き型、または非可動型の電子機器、たとえば、ＡＶ機器、キッチン機器、掃除・洗濯機
器、空調機器、オフィス機器、自動販売機、その他生活機器などの端末装置もしくは通信
装置に適用出来る。
【０１７９】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明の一態様は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異な
る実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態につい
ても本発明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同
様の効果を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１８０】
　本発明の一態様は、基地局装置、端末装置および通信方法に用いて好適である。本発明
の一態様は、例えば、通信システム、通信機器（例えば、携帯電話装置、基地局装置、無
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線ＬＡＮ装置、或いはセンサーデバイス）、集積回路（例えば、通信チップ）、又はプロ
グラム等において、利用することができる。
【符号の説明】
【０１８１】
１０、１１　基地局装置
２０　端末装置
１０ａ　基地局装置１０が端末装置２０と接続可能な範囲
１１ａ　基地局装置１１が端末装置２０と接続可能な範囲
１０２　上位層処理部
１０４　送信部
１０６　送信アンテナ
１０８　制御部
１１０　受信アンテナ
１１２　受信部
１０４０　符号化部
１０４２　変調部
１０４４　マッピング部
１０４６　下りリンク制御チャネル生成部
１０４８　下りリンク参照信号生成部
１０５０　無線送信部
１１２０　無線受信部
１１２２　伝搬路推定部
１１２４　デマッピング部
１１２６　等化部
１１２８　ＩＤＦＴ部
１１３０　逆拡散部
１１３２　復調部
１１３４　復号部
２０２　受信アンテナ
２０４　受信部
２０６　上位層処理部
２０８　制御部
２１０　送信部
２１２　送信アンテナ
２１００　符号化部
２１０２　変調部
２１０４　ＤＦＴ部
２１０６　拡散部
２１０８　マッピング部
２１１０　無線送信部
２１１２　上りリンク参照信号生成部
２０４０　無線受信部
２０４２　デマッピング部
２０４４　復調部
２０４６　復号部
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【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】
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